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 はじめに 
このたびは、ベリサーブのクラウド、QualityForward へご興味をもっていただき誠にありがと

うございます。本章では QualityForward をご利用いただく際に必要な基本情報をご説明します。 

 

 

 テスト管理クラウドQualityForward 

QualityForward は高度なテスティングサービスを日々提供し、産学連携の技術開発にも貢献し

続けるベリサーブのクラウドテスト管理サービスです。 

現場の管理・分析・設計ノウハウ、および研究機関との共同開発の成果を、クラウド、そしてエ

ンジニアを通じて、ご活用いただけます。 

 

 

 サポート環境 

本節では、QualityForward がサポートするブラウザ、外部連携について説明します。 

 

ブラウザ 

ブラウザ 備考 

Google Chrome 最新版 （推奨）  

Microsoft Edge 最新版  

 

外部連携 

Redmine 又は JIRA と同期することで、バグのオープンクローズチャートを QualityForward

上で確認することが可能です。 

BTS サポートバージョン 備考 

Redmine 2.0 以上 Redmine の REST API を利用します 

JIRA 7.0 以上 JIRA の REST API を利用します 
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 テナント管理 

 本章ではテナント設定の管理について説明します。 

 

 テナント設定の変更 

 テナント管理者権限を持つユーザはテナントに関する設定を変更することができます。変更はテ

ナントのトップ画面上部の“テナント設定”ボタンを押します。 

 

  

 

 

2.1.1. 表示言語設定 

 テナントごとに表示言語の設定を変更することができます。表示言語はユーザごとに設定するこ

とも可能です。（ユーザごとの設定については手順 3.3.2 をご覧ください。） 
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2.1.2. IP アドレス制限 

 指定した IP アドレスからのみ接続を許可する設定ができます。ＩＰアドレスはカンマ区切りで

複数の指定が可能です。設定時は自身が接続している IP アドレスを含める必要があります。 

 

 

2.1.3. BASIC 認証 

 ログイン時に二段階認証をかけることができます。“BASIC 認証を有効にする“のチェックを有

効にし、任意の ID/パスワードを指定してください。 

 

 

2.1.4. パスワードの有効期限 

 パスワードに有効期限を設けることができます。有効期限を過ぎてアクセスしたユーザはパスワ

ード変更画面へ遷移します。 

 

 

2.1.5. 自動ログアウト 

 テナントにログイン後、操作を行わずに 90 分が経過すると自動的にログアウトされる設定です。

デフォルトは全てのテナントで有効になっています。 
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 ユーザ管理 
 本章では、ユーザ情報の管理について説明します。 

 

 

 ユーザサインイン 

(1) トップ画面のログインをクリックします。 

 

 

(2) 招待を承認済みのメールアドレスとパスワードを入力してサインインボタンを押します。 
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3.1.1. パスワード再設定 

パスワードを忘れてしまった場合はパスワードの再設定が必要です。ここでは、パスワードを再

設定する方法を説明します。 

 

(1) サインイン画面より、”パスワードをお忘れの場合“をクリックしてください。 

 

 

(2) パスワードを再設定したいアカウントのメールアドレスを入力し、パスワード再発行ボタン

を押します。パスワード再設定のためのメールが入力されたメールアドレス宛に送付されま

す。 

 

 

(3) 送信されたメールから、パスワード再設定のための URL をクリックします。 

 

 

(4) パスワード欄と確認用パスワード欄に新しく設定したいパスワードを入力し、”パスワード
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変更”ボタンを押します。 

  

 

 

3.1.2. アカウントロックの解除 

 ログインに 5 回以上失敗した場合、アカウントにロックがかかります。ロックのかかったアカウ

ントはユーザ名に      マークが付きます。テナント管理者がロックを解除することができます。 

 

(1) テナント管理者でログイン後、画面右上の“テナントのユーザ管理”ボタンをクリックしま

す。 

 

 

(2) ロックのかかったアカウントの下に表示されている”ロックを解除”をクリックします。 

 

 

(3) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 
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 ユーザ管理 

 現状の QualityForward ではユーザは所属するプロジェクト以下の、テストフェーズ、サイクル

に対し読み込み・書き込みの権限を持ちます。テスト業務をスムーズに遂行するために、プロジェ

クトに所属する要員であれば誰でも自由に資料にアクセスできた方が良い、という考え方が背景に

あります。所属しないプロジェクトに関しては、読み込み・書き込みのどちらも行うことができま

せん。 

 

 

3.2.1. ユーザを招待する 

 ゲストがユーザとしてサインインを行うには、ユーザの招待が必要です。通常、招待されたユー

ザはいずれかのテナントに属します。ユーザの招待はテナント管理者権限を持つユーザのみが行

え、プロジェクト管理者または一般ユーザは新たにユーザを招待することができません。本項では

テナント管理者が新しくユーザを招待する方法を説明します。 

 

(1) テナント管理者でログイン後、画面右上の “テナントのユーザ管理”ボタンをクリックしま

す。 
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(2) テナントのユーザ一覧の右上にある”ユーザ招待”ボタンを押します。 

 

 

(3) 招待したいユーザのメールアドレスを入力します。メールアドレスをカンマ区切りで入力す

ることで複数のユーザを同時に招待することも可能です。 
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(4) ユーザを招待する際に、テナント管理権限の有無を選択することができます。 

 

 

(5) テナント管理権限がなしの場合、参加させるプロジェクトの選択ができ、プロジェクト管理

者としての権限を与えることもできます。各権限での実行可能な機能については、手順 3.5

をご覧ください。 

招待するユーザにプロジェクト管理者としての権限を与えたい場合は、管理者のチェックボ

ックスにチェックを入れます。 

管理者権限が不要な場合は、参加のチェックボックスにのみチェックを入れます。管理者権

限は後から変更することができます。 
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(6) 招待メールを送るボタンを押します。 

 

 

※テナントの権限で“テナント権限あり”を選択している場合、プロジェクト設定は表示され

ません。 

 

 

(7) 入力したメールアドレス宛に招待メールが送信されます。招待メールから、招待を承認する

ための URL をクリックします。 

 

 

(8) 名前とパスワードを入力し、続けるボタンを押します。 
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※本画面で設定したお名前が、テスト結果のテスター欄に記入されます。お名前、メールア

ドレス、パスワードは後から変更可能です。 

※招待メールを紛失した際はテナントのユーザ管理画面から招待 URL の再生成が可能です。 

 

 

 

3.2.2. ユーザをテナントから削除する 

 登録ユーザのアカウントを削除する方法について説明します。 

 

(1) テナント名横の“テナントのユーザ管理”ボタンをクリックします。 

 

 

(2) 一覧から、停止するユーザのメールアドレス横にあるテナントから外すボタンを押します。 
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※ユーザはメールアドレス・権限でフィルタリングすることができます。 

 

 

(3) 停止の確認メッセージダイアログボックスが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

 

 ユーザ設定を変更する 

 ユーザ毎にアカウントの設定を変更することができます。 

 

 

3.3.1. プロフィール設定を変更する 

 以下の手順でユーザの名前、メールアドレスの変更ができます。 

 

(1) 画面右上のアカウント名をクリックするとユーザメニューが表示されます。ここで“ユーザ

設定”をクリックします。 
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(2) 変更したい名前またはメールアドレスを入力します。 

 

 

(3) “ファイルを選択”ボタンを押し、プロフィールに設定したい画像を選択します。 

 

 

(4) 変更したい箇所の入力を終えたら更新するボタンを押します。 

 

 

3.3.2. 言語設定を変更する 

 テナントの言語設定とは別に、個人で言語の設定を行うことができます。 

 

（1） 画面右上のアカウント名をクリックするとユーザメニューが表示されます。ここで“ユーザ

設定”をクリックします。 
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（2） 表示言語で「日本語」または「英語」を選択します 

 

 

（3） 言語を選択したら更新するボタンを押します。 

 

 ※ユーザの言語設定を行わない場合、テナントの言語設定が反映されます。 

 

 

3.3.3. パスワードを変更する 

 以下の手順でパスワードの変更ができます。 

 

(1) 画面右上のアカウント名をクリックするとユーザメニューが表示されます。ここで“ユーザ

設定”をクリックします。 
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(2) 現在のパスワードと新しいパスワードを入力し、更新するボタンを押します。 

 
 

 

 テナントを切り替える 

 複数テナントに属するユーザはログインした状態でテナントを切り替えることができます。 

 

(1) 画面右上のアカウント名をクリックするとユーザメニューが表示されます。ここで“テナン

トの切り替え”をクリックします。 

※ユーザが属するテナントがひとつの場合、テナント切り替えメニューは表示されません。 
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(2) 切り替えたいテナント名の右側にある”切り替え“ボタンを押します。 

 

 

 

 アクセス権限を付与する 

 ユーザの権限レベルにより、ユーザをテナントへ招待したり、プロジェクトへの招待・管理者設

定を行うことができます。 

 

 

3.5.1. アクセス権限一覧 

 それぞれの権限での実行可能機能は以下の通りです。 
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29 

 

 

 

3.5.2. テナントのユーザ権限を変更する 

 ユーザの権限が「テナント管理者」の場合、他のユーザに対しテナント管理者権限の付与または

一般ユーザへの変更を選択できます。各権限での実行可能な機能については、手順 3.5 をご覧くだ



30 

さい。 

 

(1) 画面右上のアカウント名をクリックするとユーザメニューが表示されます。ここで“テナン

トのユーザ管理”をクリックします。 

 

 

(2) テナントのユーザ一覧から権限を変更したいユーザ名の下の”権限設定”をクリックします。 

 

 

(3) テナントの権限リストボックスから権限を選択します。 

 

 

(4) 更新するボタンを押します。 
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 テナントの使用量 

 テナント全体の最大ユーザ数と最大テスト結果数を月毎に確認することができます。 

 

(1) 画面右上のアカウント名をクリックするとユーザメニューが表示されます。ここで”テナン

トの使用量”をクリックします。 

 

 

(2) 月毎の最大ユーザ数と最大テスト結果数がこちらで確認できます。 

 

 

(3) また、プロジェクト一覧でも登録済みユーザ数を確認することができます。 
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 お知らせを見る 

 QualityForward からのお知らせはユーザメニューよりご確認いただけます。 

 ※現在、日本語のみに対応しております。 

 

(1) 画面右上のアカウント名横にあるベルアイコンをクリックします。 

 

 

(2) お知らせ一覧が表示されるので、内容を確認したいお知らせのリンクをクリックします。 
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 初期設定 

QualityForward におけるテストプロジェクトは以下のような構造を持っています。 

テナントという仮想的なトップレベルの構造がお客様ごとに生成され、ログイン直後はこのテナ

ントに属するプロジェクトの一覧が表示されます。テナントは製品ライン、プロジェクトはそのま

ま、一定の期間をもつプロジェクトとお考えください。 

プロジェクトごとに、一定の期間、ボリュームが設定されたテストフェーズが存在し、フェーズ

の下に、プロジェクトのテストスイートから生成されたテストサイクル（テストの実行単位）が属

します。 

 

 

ファイルサーバのフォルダと Excel のシート、ブックを利用してプロジェクトを進める場合と、

QualityForward を利用してプロジェクトを進める場合を下図で比較します。以下のように、フォ

ルダと Excel での作業の流れとほぼ完全に対応しています。 
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 新規プロジェクトを作成する 

 プロジェクトの新規作成手順について説明します。プロジェクトの設定は後から変更可能です。 

 

 

4.1.1. プロジェクトの基本設定 

(1) ユーザサインイン後に表示されるプロジェクト一覧の右上にあるプロジェクト追加ボタン

を押します。 

 

 

(2) プロジェクトの基本情報を入力します。概要説明は HTML 形式での入力が可能です。 
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(3) 登録するボタンを押します。 

 

 

 プロジェクトのユーザ管理 

テナント管理者またはプロジェクト管理者の権限を持つユーザは、テナント内のユーザをプロジ

ェクトに招待することができます。またテナント管理者の権限を持つユーザはプロジェクト参加ユ

ーザの権限を変更することができます。各権限での実行可能な機能については、手順 3.5 をご覧く

ださい。 

 

 

4.2.1. プロジェクトにユーザを追加する 

(1) プロジェクトのダッシュボードからユーザ管理ボタンを押します。 
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(2) プロジェクト参加ユーザ一覧の右上のユーザ追加ボタンを押します。 

 

 

(3) 当該プロジェクトに参加していないユーザの一覧が表示されます。プロジェクトの管理者と

して参加させる場合は、追加するユーザの管理者欄にチェックに入れます（このとき、参加

チェックボックスも自動でオンになります）。一般ユーザとして参加させる場合は、参加の

チェックボックスのみチェックします。 
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(4) 選択が完了したら、「選択したユーザを追加」ボタンを押します。 

 

 

4.2.2. プロジェクト参加ユーザの権限を変更する 

(1) プロジェクトのダッシュボードからユーザ管理ボタンを押します。 

 

 

(2) 一覧から権限を変更したいユーザ名の横にある設定変更ボタンを押します。 

 

 

(3) プロジェクトの権限を選択し、更新するボタンを押します。 
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 プロジェクト設定を変更・削除する 

 作成したプロジェクトはいつでも変更することが可能です。プロジェクトの変更はどの権限のユ

ーザでも行えますが、プロジェクトの削除はテナント管理者のみ実行可能です。 

 

 

4.3.1. プロジェクト設定を変更する 

 

(1) トップ画面から変更したいプロジェクト名のリンクをクリックします。 

 

(2) プロジェクトのダッシュボード画面右上の設定ボタンを押します。 

 

 

(3) 変更したい項目の入力を終えたら、更新するボタンを押します。 
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4.3.2. 祝日を設定する 

 プロジェクト単位で祝日を設定することができます。祝日は進捗予測の自動割りで土日と同等の

扱いとなり、進捗予測から除外されます。 

 

（1） プロジェクト設定を開きます。 

 

 

（2） プロジェクトの設定を開いたら「一般」タブを選択します。 

 

 

（3） 祝日を登録するリンクを押します。 

 

 

(4) 祝日として指定したい日付を選択し、登録するボタンを押します。 
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(5) 祝日は進捗予測設定画面や実績推移表で土日と同じようにグレーアウトで表示されます。 
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4.3.3. 法定祝日を一括登録する 

 本機能では、日本の法定祝日を一括で登録することができます。法定祝日以外に休日を指定する

場合は、手順 4.3.2 をご参照ください。 

 

(1) プロジェクト設定を開きます。 

 

 

(2) ロジェクトの設定を開いたら「一般」タブを選択します。 

 

 

(3) 法定祝日を一括登録するリンクを押します。 

 

 

(4) 法定祝日を追加したい年を選択し、登録ボタンを押します。 

 

 

(5) プロジェクト設定画面上に登録した祝日の一覧が表示されます。 
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(6) 祝日は進捗予測設定画面や実績推移表で土日と同じようにグレーアウトで表示されます。 
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4.3.4. テストブロッカーを設定する 

 テストブロッカーとは BLOCK・Q&A など、タスクがテスト実行者以外にあるためテストが実施

できない項目を指します。テストブロッカーを設定するとレポート画面に BLOCK・Q&A の項目ご

との内訳が集計され、テストの進行への影響度をリアルタイムで確認することができます。（手順

12.2.15 参照） 

 

(1) プロジェクトの設定を開いたら「一般」タブを選択します。 

 

 

(2) 「テストブロッカーの設定」で集計したい項目にチェックを入れます。 

 

 

(3) テストスイートの設定で集計する項目を指定します。（手順 6.2.5 参照） 

 

 

4.3.5. テストスイートのデフォルト項目ラベルを設定する 

 テストスイートのデフォルトの項目名の設定と、項目の使用・未使用の選択ができます。ここで

入力・選択したラベルは新規作成するテストスイートに反映されます。 

テストスイートのテスト定義項目ラベルは標準で 25 項目まで設定が可能です。（申し込み時オ

プションにより異なります）項目ラベルはテストスイート毎に変更することも可能です。（手順

6.6.1 参照） 
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(1) プロジェクトの設定を開いたら「テストスイート列」タブを選択します。 

 

 

(2) 変更したい項目の入力を終えたら、更新するボタンを押します。 

 

 

 

4.3.6. テスト結果部のデフォルト項目ラベルを設定する 

 テスト実行画面のテスト結果部の項目名と使用・未使用を設定できます。ここで入力・選択した

ラベルは新規作成するテストスイートに反映されます。項目ラベルはテストスイート毎に変更する

ことも可能です。（手順 6.6.1 参照） 

テスト結果部の項目は標準で 10 列まで使用可能です。（申し込み時オプションにより異なりま

す） 
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(1) プロジェクトの設定を開いたら「テスト結果列」タブを選択します。 

 

 

(2) 変更したい項目の入力を終えたら、更新するボタンを押します。 

 

 

 

4.3.7. テスト結果補足を設定する 

 テスト結果を入力した後に結果の変更があった場合などに、テスト結果の補足（FAIL から PASS

へ変更など）を入力することができます。このテスト結果補足は、通常のテスト結果と同様にテス

ト実行画面での入力が可能で実績推移表で集計が行われます。 

 

(1) プロジェクトの設定を開いたら「テスト結果列」タブを選択します。 

 

 

(2) 「補足を利用する」にチェックを入れます。 
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(3) テスト結果が入力された場合に、結果に紐付くテスト結果補足を設定できます。入力形式は

csv で「名称,説明書き」の形式で入力します。Q&A は内容の分類を追加するなどして補足

することができます。Q&A は収束曲線でも表示されます。 

 

 

※一度保存をすると種類を減らすことができません。 

※保存済のラベルを変更することは可能です。 

 

 

4.3.8. テスト結果のラベルを設定する 

 テスト結果のラベルを決めます。テスト結果のラベルは７種類まで設定することができます。 

 

(1) プロジェクトの設定を開いたら「テスト結果列」タブを選択します。 
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(2) 変更したい項目の入力を終えたら、更新するボタンを押します。 

 

 

 

4.3.9. 進捗の対象から除外する 

進捗数として数えたくないテスト結果の種類がある場合、「進捗から除外する」設定を有効にし

ます。変更の必要がない場合はそのまま登録の手順に進んでください。 

 

(1) プロジェクトの設定を開いたら「テスト結果ラベル」タブを選択します。 
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(2) 進捗対象外とするテスト結果ラベルの「進捗から除外する」にチェックを入れ、「更新する」

ボタンを押します。 

 

 

 

4.3.10. 実行の対象から除外する 

 「CUT」, 「SKIP」,「N/A」のいずれかのテスト結果が入力されたテストケースを実行範囲から

除外することができます。テスト実行範囲外のテスト結果は進捗実績などの集計から除外されま

す。 

 

(1) プロジェクトの設定を開いたら「テスト結果ラベル」タブを選択します。 

 

 

(2) テスト結果ラベル欄で「CUT」,「N/A」,「SKIP」のいずれかで「実行対象外」にチェック

を入れます。 
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4.3.11. BTS連携のデフォルト値を指定する 

 プロジェクト設定で BTS 連携のデフォルト値を指定しておくと、テストフェーズの新規作成時

に BTS 連携設定に反映されるため、都度指定する必要がなくなります。 

 

(1) プロジェクトの設定を開いたら「テスト結果ラベル」タブを選択します。 

 

 

(2) 連携する BTS を選択します。 
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(3) 必要な項目を入力し、「更新する」ボタンを押します。（詳しい設定方法は「BTS 連携マニュ

アル」をご参照ください。） 

 

※プロジェクト設定では疎通の確認を行わないため、指定先に誤りがある場合はテストフェーズ側

でエラーメッセージが表示されます。 

※JIRA のパスワードは各テストフェーズの設定画面から指定してください。 

 

 

4.3.12. API キーを発行する 

QualityForward はテストスイート、テスト結果データへの、ウェブ API によるフルアクセス

（CRUD）をサポートしております。 

これらの API を利用して、組み合わせテストの自動生成や、独自ルールでの集計等が実現可能

です。API キーの発行はテナント管理者またはプロジェクト管理者のみが実行可能です。 

 

(1) プロジェクト設定画面を開きます。 

 

 

(2) 画面下部の API キー欄横の「生成ボタン」を押します。 

 

https://cloud.veriserve.co.jp/docs/QualityForward_bts_manual.pdf
https://cloud.veriserve.co.jp/docs/QualityForward_bts_manual.pdf
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4.3.13. プロジェクトを複製する 

 既存プロジェクトをコピーして新しいプロジェクトを作成する場合に行う作業です。プロジェク

ト複製はテナント管理者のみ実行可能です。 

 

プロジェクトコピーで複製される機能は以下の通りです。 

⚫ プロジェクト設定 

➢ 一般 - 基本設定 

➢ 一般 - テストブロッカーの集計設定 

➢ テストスイート列 - デフォルトの列ラベル設定 

➢ テスト結果列 - デフォルトの列ラベル設定 

➢ テスト結果列 - テスト結果の補足列の利用設定 

➢ テスト結果ラベル - テスト結果のラベル設定 

➢ BTS 連携 - 連携する BTS のデフォルト設定 

⚫ テストスイート 

➢ アクティブかつステータスが「利用可」のテストスイートバージョン 

 

(1) コピーしたいプロジェクトのダッシュボートから設定画面を開きます。 

 

 

(2) 設定画面下部「このプロジェクトをベースにした新規プロジェクトの作成」の「処理開始」

ボタンを押します。 
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(3) 確認メッセージが出たら「OK」ボタンを押します。 

 

 

(4) コピーが完了すると操作を行ったユーザ宛にメールで通知されます。 

 

 

 

4.3.14. プロジェクトをアーカイブする 

 終了したプロジェクトはプロジェクトの一覧から外し、整理することができます。アーカイブは

テナント管理者のみ実行可能です。プロジェクト一覧からプロジェクトを除外する機能のため、こ

れまで同様編集を行うことが可能です。 

 

(1) プロジェクトの設定画面の下部にあるアーカイブボタンを押します。 
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(2) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

(3) アーカイブしたプロジェクトはプロジェクト一覧のアーカイブタブに表示されます。

 

 

(4) アーカイブされたプロジェクトを再びアクティブタブに表示させることもできます。アーカ

イブタブ内の任意のプロジェクト名をクリックします。 

    

 

(5) プロジェクト設定画面を開きます。 

 

 

(6) プロジェクトの設定画面の下部の項目「プロジェクトをアーカイブから戻す」内の「アーカ

イブから戻す」ボタンを押します。 

 

 

(7) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 
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(8) アーカイブから戻されたプロジェクトはプロジェクト一覧のアクティブタブに表示されま

す。 

 

 

 

4.3.15. プロジェクト設定を削除する 

 プロジェクトの削除はプロジェクト設定画面から行うことができます。 

 

(1) プロジェクト設定画面の最下部にある削除ボタンを押します。 

 

 

(2) プロジェクト削除の確認が表示されます。削除する場合はプロジェクト名を入力し、「理解

した上でこのプロジェクトを削除する」ボタンを押します。 
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※この後に確認メッセージなどは表示されませんので削除の際は十分に注意してください。 
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 進捗管理 

 本章ではプロジェクトのテスト進捗管理について説明します。 

 

 

 ダッシュボード 

 ダッシュボードではプロジェクト全体の本日の予定と実績、また、各テストフェーズの進捗状況

を確認することができます。（表示上限はありません） 

 

 

 

5.1.1. 本日の実績消化数（プロジェクト全体） 

 プロジェクト全体で、今日どれだけの消化実績があったかを表すパイチャートです。表示される

対象は、アクティブなテストフェーズのうち、テスト対象のテストケースに入力されたすべてのテ

スト結果種別（進捗集計の対象としないテスト結果も含む）です。アーカイブ済みのテストフェー

ズ、テスト対象外のテストケースに入力された結果は集計対象外です。 
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 パイチャート下部のテスト結果種別をクリックすることで、パイチャート上での表示・非表示を

切り替えることができます。 

 

 

5.1.2. 本日の予測消化数 

 プロジェクト全体の本日分の予測消化数を表示します。アーカイブ済みのテストフェーズは集計

対象外です。 

  

 

 

5.1.3. 本日の実績消化数 

 プロジェクト全体の本日分の実績消化数を表示します。アーカイブ済みのテストフェーズ、進捗

集計の対象としないテスト結果、テスト対象外のテストケースに入力された結果は集計対象外で

す。 
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5.1.4. フェーズ一覧 

 テストフェーズ期間に関係なく、プロジェクト内のアクティブなテストフェーズの一覧が表示さ

れます。テストフェーズ名、フェーズ開始日での並べ替えが可能です。 

 

 

 

5.1.5. フェーズ毎の本日の予測消化数 

 フェーズ毎の本日分の予測消化数を表示します。予測消化数に関しては進捗予測設定（手順 7.3

参照）から算出されます。進捗予測設定に変更がない場合はテスト件数と実施日数から自動で計算

された数字が表示されます。 

 

 

 

5.1.6. フェーズ毎の本日の実績消化数 

 フェーズ毎の本日分の実績消化数を表示します。進捗集計の対象としないテスト結果、テスト対

象外のテストケースに入力された結果は集計対象外です。 
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5.1.7. 成分バーと期限バー 

 テストケース消化率と、テスト結果の割合、期日に対し遅れているのか、進んでいるのかが、ひ

と目で分かります。テストフェーズ単位、テストサイクル単位での確認ができます。期限バーの予

定件数に関しては進捗予測設定 （手順 8.4 参照）から反映されます。進捗予測設定に変更がない

場合はテスト件数と実施日数から自動で計算された数字が表示されます。 

 

(1) 成分バーにカーソルを合わせると、テスト結果と件数を確認できます。 

 

 

(2) 期限バーにカーソルを合わせると、当日の予定件数を確認できます。 

 

 

 

5.1.8. 前日のデータを見る 

 ダッシュボードから過去の実績を確認することも可能です。「前日のデータを見る」リンクをク

リックするか、URL を直接変更します。 

 

(1) ダッシュボード右上の「前日のデータを見る」のリンクをクリックすると、前日の実績デー
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タが表示され、クリックする度に日付を遡ることができます。 

 

 

 

(2) ダッシュボードの URL の後ろに「?target_date=YYYY-MM-DD」を付けると直接見たい日

付に遷移することができます。 

 

 

 

 ワークスペースで自分のタスクを確認する 

 テスト担当者が自身になっているテストサイクルを一覧で確認することができます。 

 

(1) ダッシュボード画面左のメニューから”ワークスペース”をクリックします。 
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(2) 担当テストサイクルと自身が担当していた完了済のテストサイクルの確認と実行ができま

す。 
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 テストケースの管理 

 本章では、実際にテストに使用するテストケースの登録方法や、管理方法について説明します。 

 

 

 テスト要求ツリーを利用する 

 テストの要求を洗い出し、テストケースに紐付けることでテスト要求を満たしたテストの作成を

することができます。 

 

 

6.1.1. 要求ツリーを作成する 

 

(1) 左メニューの「テスト要求ツリー」をクリックします。 

 

 

(2) テスト要求ツリー一覧右上の「テスト要求ツリー追加」ボタンを押します。 

 

 

(3) テスト要求ツリー名と管理者を任意で選択し、「登録する」ボタンを押します。管理者の指

定フォーム上で文字入力をすると、入力された文字を含むユーザが候補として表示されます。 
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6.1.2. ツリーを編集する 

(1) テスト要求ツリー一覧の右側にある「編集」ボタンを押します。 

 

 

(2) 「＋」ボタンを押すと新しい要素（リーフ）が追加されます。 

 

 

(3) 要 素 の 右 側 の マークをクリックします。 
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(4) 要素を任意に書き換えたら「保存」ボタンを押します。 

 

 

(5) 要素の下に別の要素を追加することもできます。「＋」マークをクリックします。 

 

 

(6) 要素の下に要素が追加されました。最下層を「リーフ」と呼び、その他の上階層の要素を「ノ

ード」と呼びます。「リーフ」はテストケースに紐付けるとこができます。 

 

 

(7) リーフまたはノードを削除する場合は マークをクリックし、「OK」ボタンを押します。 

 

 

(8) テスト要求ツリー一覧の「リーフ」は、現在ツリーに存在するリーフの数を示しています。 

 

 



65 

 

6.1.3. テストスイートと要求ツリーを紐付ける 

 

(1) テスト要求ツリーを作成したうえで、テストスイートの設定を開きます。 

 

 

(2) 基本設定のテスト要求ツリー欄で紐付けたい要求ツリーを選択し、「更新する」ボタンを押

します。 

 

 

(3) テストスイート一覧に戻り、編集画面を開きます。 
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(4) 「編集を有効にする」ボタンを押します。 

 

 

(5) 要求ツリーをひも付けるための欄ができています。要求ツリー欄のセルをダブルクリックし

ます。 

 

 

(6) 要求ツリーの一覧が表示されます。ツリーの最下層の「リーフ」をテストケースに紐付ける

ことができます。紐付けたい「リーフ」をクリックします。 

 

 

(7) 紐付けたツリーが表示されます。 
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6.1.4. テストの実装状況を確認する 

 テストの実装状況はテスト要求ツリーのカバレッジパネルで確認することができます。 

 

(1) テスト要求ツリー一覧の右側にある「カバレッジパネル」ボタンを押します。 

 

 

 

(2) ドリルダウン形式のカバレッジパネルが表示されます。要素をクリックすることで下の階層

に入ることができます。テストケースに紐づいている件数が表示されます。1 件でも紐づい

ていればパネルの色は緑になります。赤はまだテストケースに紐づいていないことを示しま

す。 
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※テストスイートのステータスが「利用不可」の場合のみ、テストケースの紐付けカウント

から除外されます。 

 

 

6.1.5. 紐付けられたテストスイートを確認する 

 

(1) テスト要求ツリー一覧のテストスイート欄の件数リンクをクリックします。 

 

 

(2) 現在紐付けられているテストスイートの一覧が表示されます。テストスイート名をクリック

することで、テストケース編集画面に遷移します。 
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 テストスイートを作成する 

 テストケースを管理するためのテストスイートの作成方法について説明します。テストスイート

の追加方法はテストスイート追加・エクセルインポートの 2 種類あります。設定は後から変更可能

です。 

 

 

6.2.1. テストスイートの基本設定 

 

(1) ダッシュボード画面左のメニューからテストスイートのリンクをクリックします。 

 

 

(2) テストスイート一覧画面右上のテストスイート追加ボタンを押します。 
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(3) テストスイートの基本情報を入力します。 

 

 

 

6.2.2. テスト定義の項目を設定する 

 テスト実行画面（テストサイクル）またはテストケース編集画面で表示されるテスト項目のヘッ

ダーラベルを自由に設定できます。初期表示ではプロジェクト作成時に設定したラベルが表示され

ています。 

 

 

(1) ラベルの項目名を入力します。変更の必要がない場合は次の手順へ進みます。 
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(2) 使用したい項目の「未使用」ボタンを押して「使用中」に、不要な項目は「未使用」に切り

替えます。 

 

 

 

6.2.3. カバレッジパネルの集計に利用する項目設定 

 どんな機能・観点に向けたテストケースがどれぐらい存在し、そのテストがどれぐらい実行され

ているかを確認できるカバレッジパネルを表示します。どの項目を使って集計するかを決めること

ができます。ここで対象のカラムを選択している場合、このテストスイートが使われているフェー

ズのレポート画面でカバレッジパネルを見ることができます。 
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(1) 「カバレッジパネル設定の有効化」にチェックを入れます。 

 

 

(2) 集計対象としたい項目欄の右側にあるラジオボタンにチェックを入れます。 

 

 

 

6.2.4. テスト結果の自由項目を設定する 

 テスト実行画面（テストサイクル）でテスト結果部に対し自由に入力できる項目が必要な場合、

項目の追加とラベル設定ができます。ここで設定した項目はテスト実行画面で表示され、テスト結

果に対する備考やバグ ID などを自由に入力できるようになります。初期表示では”環境”、“バグ

ID”、”備考”が設定されています。 
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(1) ラベルの項目名を入力します。変更の必要がない場合は次の手順へ進みます。 

 

 

(2) 使用したい項目の「未使用」ボタンを押して「使用中」に、不要な項目は「未使用」に切り

替えます。 
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6.2.5. テストブロッカーの集計に利用する項目を指定する 

 手順 4.3.4 にてテストブロッカーを設定している場合、レポートの内訳に表示する項目を指定

します。「テストブロッカーの集計に利用する項目設定」のプルダウンメニューより表示させる項

目を選択してください。 

 

(1) 「テストブロッカーの集計に利用する」にチェックを入れます。 

 

 

(2) 集計対象としたい項目欄の右側にあるラジオボタンにチェックを入れます。 
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6.2.6. 初期バージョンを設定する 

テストスイートの新規作成時にバージョン情報を付加します。作成したテストスイートはコピー

してバージョン管理を行うことができます。 

 

(1) バージョン名には任意のバージョン名を入力することができます。備考欄は HTML での入

力が可能です。備考欄に入力した内容はテストサイクル画面でも確認することができます。 

 

 

(2) 管理者のフォーム上で文字入力をすると、入力文字を含むユーザが候補として表示されます。 
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6.2.7. ファイルを添付する 

 テストスイートに対しファイルを添付することができます。添付したファイルはテストケース編

集画面またはテスト実行画面の関連ファイル（手順 10.13 参照）からダウンロードすることがで

きます。 

 

(1) テストスイートの新規追加画面から添付ファイルの追加ボタンを押します。 

 

 

(2) ファイル選択のダイアログボックスが表示されたら、添付したいファイルを選択し開くボタ

ンを押します。 
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(3) 入力を終えたら登録するボタンを押します。 

 

 

6.2.8. テストスイートを検索する 

 テストスイート一覧ではテストスイート名やテストスイートバージョン名でキーワード検索か

けたり、テストスイートの管理者やテストスイートバージョンのステータスで絞り込むことができ

ます。 

 テストスイートにタグを設定している場合はタグ検索も行えます。（手順 6.8.2 参照） 

 

(1) テストスイート一覧の上部でキーワードタブを選択し、キーワードを入力または管理者で絞

り込みのリストから対象の管理者を選択します。 
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(2) テストスイートバージョンのステータスを選択すると自動で絞り込みが行われます。 

※テストスイート一覧表示時は「利用不可以外」がデフォルトで選択されます。 

 

 

(3) キーワード・テストスイート管理者・テストスイートバージョンステータスの各組み合わせ

でも検索することができます。 
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6.2.9. テストスイートの装飾形式設定 

 テストケース編集画面およびテスト実行画面で、同じ手順のテストケースの表示を薄くし見やす

くする設定が可能です。 

 

テストケース編集画面上部のアイコンから、あり・なしの切り替えが可能です。 

 

 

テストケース編集画面で上の手順と同じテストケースの表示が薄くなります。 
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テストケースのデフォルト装飾形式設定方法 

テストスイート・テストサイクル表示時の装飾形式を予め設定しておくことができます。 

 ※ここでの設定はテストサイクル作成時にテストサイクルにも反映されます。 

 

(1) テストスイート一覧の設定を開きます。 

 

(2) デフォルト装飾形式を選択します。「プロジェクト設定に従う」を選択した場合は、プロジ

ェクトで指定した装飾形式が反映されます。 

 

 

設定が「あり」になっているとテストスイートと開いた際に装飾形式が「あり」の状態で表

示されます。 

 

 

 テストケース取込 

 既存のテストスイートに対して上書きやケースをまとめて追加する際などはテストケース編集

画面のテストケース取込を使用します。 

 ※本機能でサポートしているファイル拡張子は xlsx です。 
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6.3.1. テストケース取込 

 テストケース取込は、既に存在する識別 ID を指定するとその識別 ID のテストケースに対する

上書きが行われ、存在しない識別 ID を指定するとテストケースが追加されます。 

 取込にはテストスイートと Excel でフォーマットを合わせておく必要があります。 

 

(1) テストケース取込画面で表示されているフォーマットに合わせたエクセルシートを整形し

ます。列の追加・項目名を変更する場合はテストスイートの設定から変更を行う必要があり

ます。 

 

 

手順 1：テストケースが記述されている部分のみを残して、左上を A-1 セルに合わせます。 

 

 

手順 2：A 列に左から “識別 ID”、“優先度” 列を挿入します。 
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以下のようなシートをインポートする場合は 

 

 

下図のようにラベルを設定します。 

識別 ID と優先度列をさきほど追加しましたが、この 2 列は自動でラベル付けされますの 

で、ここで設定していくのは、「優先度」の右隣、3 列目からになります。 
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※識別 ID はテストケース取込時に必須の項目です。テストケースの更新や追加をする場合

に、識別 ID を頼りに行います。 

※優先度は特に定義がない場合はすべて A を推奨しております。優先度が未設定の場合テ

スト実行画面ではグレーアウトされた行になり、テストケース数から除外されます。テスト

ケースではないが、補足的に利用したい行としても活用できます。 

 

 

(2) ファイルの用意ができたらテストケース編集画面右上にあるテストケース取込ボタンを押

します。 

 

 

(3) ファイルの準備が整ったら「ファイルを選択」ボタンを押してください。 

 

 

(4) ファイル選択のダイアログボックスが表示されたら、インポートしたいファイルを選択し開

くボタンを押します。 

 

(5) ファイルを選択したら登録ボタンを押します。 
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列の追加 

 以下のようにテストケース取込時に列の追加を行う場合はあらかじめテストスイートの設定か

ら列の定義をし直す必要があります。 

 ※本手順を省略した場合、テストスイートと取込内容がずれる可能性があります。 

 

 

 

(1) テストスイート一覧から対象のテストスイート設定を開きます 
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(2) テスト定義部を、取り込む Excel のフォーマットに合わせて定義し直します。 

 

 

(3) 設定の変更が完了したら「+テストケース取込」を行います。（手順 6.3.1 参照） 

 

 

 Excel インポート 

 Excel インポートでは「5.1.テストスイートを作成する」の手順を踏まずに、エクセルで作成し

たテストケースを取り込むことでテストスイートを作成することができます。 

 ※本機能でサポートしているファイル拡張子は xlsx および xlsm 形式になります。 
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6.4.1. Excel インポート 

 エクセルファイルで作成したテストケースをインポートすることができます。 

 

(1) テストスイート一覧画面右上の excel インポートボタンを押します。 

 

 

(2) “ファイルを選択””ボタンを押します。 

 

 

(3) ファイル選択のダイアログボックスが表示されたら、インポートしたいファイルを選択し開

くボタンを押します。 
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(4) ファイルを選択したら次へボタンを押します。 

 

 

(5) インポートするシートを選択します。 

 

 

(6) テストスイート名を入力し、次へボタンを押します。 
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(7) 左のラジオボタンでヘッダとして取り込む行を選択し、次へボタンを押します。選択した行

が項目名としてテストスイートに登録されます。 

 

 

(8) 上部のチェックボックスで取り込む列を選択します。取り込み時は全ての列にチェックが入

っているので不要な列のチェックを外します。標準で最大 25 列まで選択することができま

す。（申し込み時オプションにより異なります）取り込まれる列は緑色で表示されます。列

の選択が完了したら次へボタンを押します。 
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(9) 確認画面に遷移するので、優先度の設定がある場合は優先度を入力してあるカラムを選択し、

次へボタンを押します。指定なしの場合は全てのテストケースに「A」が付与されます。 

※優先度は「A~J」のいずれかを指定できます。それ以外の文字は全て空欄で登録されます。 

 

 

(10) 間違いがなければ“インポートの実行”ボタンを押します。選択し直す場合は戻るボタンを押

します。 
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 テストケース作成 

 テストスイートの作成を終えたら、テストケースの追加を行います。ケースの追加方法は 2 種類

（オンライン編集・エクセルインポート）あります。 

 

 

6.5.1. オンライン編集 

 WEB 画面上でテストケースの追加を行います。 

 

(1) 作成したテストスイートを開きます。 

 

 

(2) 各項目に直接入力を行えます。入力内容は自動で保存されます。 
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(3) Excel のオートフィルのように簡単にコピーができます。 

 

 

(4) Excel からコピーしてそのまま貼り付けることも可能です。 

 

 

 

(5) 列の幅も自由に変更可能です。 
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(6) テストケースにフィルタをかけ、まとめて編集も可能です。 

 

 

(7) テキストでフィルタをかける場合は、一度クリアをクリックしてからテキスト入力を行い、

表示されたフィルタにチェックを入れます。 

 

 

(8) 右クリックで行の追加や削除が行えます。 

 

 



93 

(9) また、Ctrl+F でテストケースのキーワード検索を行うことができます。検索したいキーワ

ードを入力し、Enter を押すと検索にヒットしたセルがフォーカスされます。 

 

 

 

6.5.2. テストケース編集画面上にコメントを表示する 

「コメントを表示」ボタンを押すとテストケースを編集しながらコメントをやり取りすることが

できます。 

 

 

 

 テストスイート設定を変更・削除する 

 テストスイートの情報を変更・削除する方法を説明します。テストスイートの情報は設定画面か
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らいつでも変更可能です。 

 

 

6.6.1. テストスイート設定を変更する 

(1) テストスイート一覧画面から変更したいテストスイート名下の設定をクリックします。 

 

 

(2) 変更したい項目の入力を終えたら、更新するボタンを押してください。 

 

 

6.6.2. テストスイートをアーカイブする 

 テストスイートもプロジェクトと同様にアーカイブし、整理することができます。アーカイブは

プロジェクト管理者以上の権限を持つユーザのみ実行できます。テストスイート一覧からプロジェ

クトを除外する機能のため、これまで同様編集を行うことが可能です。 

 

(1) アーカイブしたいテストスイートの設定をクリックします。 
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(2) テストスイート設定画面下部のアーカイブするボタンを押します。 

 

 

(3) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

(4) テストスイート一覧のアーカイブタブをクリックするとアーカイブしたテストスイートを

見ることができます。アーカイブしたテストスイートを元に戻すことも可能です。同様の手

順でアーカイブから戻すボタンを押すとアクティブなテストスイート一覧に表示されます。 

 

 

 

6.6.3. テストスイートを削除する 

テストスイートの削除はテストスイート設定画面から行うことができます。テストスイートを削

除するとそのテストスイートが持つバージョン情報も全て削除されます。 

 

(1) テストスイート設定画面の最下部にある削除ボタンを押します。 
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(2) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

※いずれかのバージョンがテストフェーズに紐付けられている場合は、テストスイートを削

除することができません。紐付けを解除してから削除する必要があります。（手順 6.6.4 参

照） 

 

 

 

6.6.4. テストフェーズとの紐付けの解除方法 

テストスイートはテストフェーズと紐付けられている場合、削除することができません。テスト

フェーズとの紐付けを解除するには、テストフェーズを削除（手順 7.4.3 参照）するか、テストフ

ェーズの紐付け設定を変更する必要があります。 

※いずれの操作でもテストフェーズ配下のテストサイクルは削除されますので、必要に応じてテ

ストサイクルのエクスポートを行ってください。 

 

(1) テストスイートの設定より紐付けられているテストフェーズを確認します。 

 

 

(2) 操作画面左側のメニューからテストフェーズを選択し、対象のテストフェーズの欄の「設定」
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をクリックします。テストフェーズの設定画面に遷移すると、紐付けを解除したいテストス

イートが使用中のため、解除できない状態であることが確認できます。 

 

 

 

 

 

(3) テストフェーズ一覧画面に戻り、任意の「スイート一覧」ボタン、「サイクル一覧」ボタン

を押下し、対象のテストサイクルの「設定」ボタンを押します。 
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(4) テストサイクルの設定画面下部、「テストサイクルの削除」より「削除」ボタンを押してテ

ストサイクルを削除します。 

 

 

(5) 手順（2）と同様の操作でテストフェーズの設定画面へ遷移します。 

「テストスイートの紐付け」の「選択したもの」内にて、テストサイクルを消去したテスト

スイートから「使用中」の表示がなくなり、項目を移動させることができます。 
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(6) 対象のテストスイートをクリックして「選択可能なもの」へ移動後、「更新する」ボタンを

押すと紐付けの解除が完了します。 

 

 

 

 テストスイートにヘッダを追加する 

 テストスイートのヘッダ行を追加しカスタマイズすることができます。※7 行までを推奨してい

ます 

 

(1) テストスイート一覧から追加ヘッダ設定をクリックします。 

 

 

(2) 追加ヘッダは JSON 形式で入力することができます。 
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(3) 入力を行うと実際に表示される形式でプレビューができます。 
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※入力方法が不明な場合は画面右上のヘルプをご参照ください。 

 

(4) 追加したヘッダはテストサイクルにも反映されます。 

 

 

 

 新しいバージョンのテストスイートを作成する 

 テストスイートは複製してバージョン管理することができます。既にあるテストスイートを元に

変更を行いたい場合や、前回のテストから一部のテストケースを抜粋してテストしたい時などに使

用できます。 

 

 

6.8.1. 新しいバージョンの基本設定 

(1) テストスイート一覧から元にしたいテストスイートバージョンのコピーをクリックします。 

 

 

(2) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 
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(3) コピーしたテストスイートのバージョン設定画面に遷移したら、任意のバージョン名を入力

します。 
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6.8.2. テストスイートバージョンにタグ付けをする 

 テストスイートへタグを設定することで、大量にあるテストスイートも管理しやすくなります。 

(1) タグはカンマ区切りで複数設定することができます。 

 

 

(2) 入力が終わったら更新するボタンを押します。 

 

 

(3) テストスイート一覧に入力したタグが表示されるようになります。 
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(4) キーワード検索横のタグのタブをクリックすることで、タグ名で検索し絞り込むことができ

ます。※タグを検索する場合は完全一致である必要があります。 

 

 

(5) また、テストスイート一覧の右上にあるタグリストから絞り込むことも可能です。 

 

 

(6) タグリストから絞り込みたいタグ名をクリックします。 

 

 

(7) 選択したタグで絞り込まれます。 
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6.8.3. テストスイートバージョンのステータスを設定する 

 テストスイートの各バージョンはステータスを設定することにより、テスト実施対象とすること

ができます。 

 

(1) ステータスを利用可に設定することでテストフェーズに紐付けることが可能となります。編

集中または利用不可の場合はテストフェーズ紐付け画面に表示されません。 

 

 

(2) 入力が終わったら更新するボタンを押します。 

 

 

 

 テストスイートバージョン設定を変更・削除する 

 テストスイートのバージョンはバージョン毎に設定画面から削除することができます。 

 

(1) バージョン設定画面の最下部にある削除ボタンを押します。 

 

 

(2) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 
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※テストフェーズに紐付けられている場合は、テストスイートバージョンを削除することが

できません。紐付けを解除してから削除する必要があります。 

 

 

 

 テストスイートをロックする 

 作成したテストスイートはロックをかけることができます。ロックのかかったテストスイートは

編集ができず、閲覧のみが可能となります。テナント管理者またはプロジェクト管理者がロック・

ロック解除をすることができます。 

 

(1) ロックしたいテストスイートのバージョンの設定画面を開きます。 

 

 

(2) 設定画面のロック設定の「ロックする」にチェックを入れます。 
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(3) 一言メモは任意でご入力いただけます。 

 

 

(4) 入力が終わったら更新するボタンを押します。 

 

 

(5) テストスイート一覧のバージョン名横に鍵マークが表示され、対象のテストスイートは閲覧

のみが可能となります。 
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 テストスイートをダウンロードする 

 オンラインで作成したテストケースは Excel 形式でダウンロードして保存しておくことが可能

です。 

 

(1) テストスイート一覧画面を開き、ダウンロードしたいテストスイートのバージョン下部にあ

る xlsx をクリックします。 

 

 

(2) ダイアログボックスが開いたら保存先を選択し、ファイル名を入力し保存ボタンを押します。 
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 カバレッジパネルを利用する 

作成したテストスイートに対し、どんな機能・観点に向けたテストケースがどれぐらい存在する

かを確認できます。このカバレッジパネルはテストの進捗には影響されません。 

 

(1) テストスイート一覧で確認したいテストスイートの設定画面を開きます。 

 

 

(2) カバレッジパネル設定の有効化にチェックを入れます。 
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(3) カバレッジパネルの集計に利用したいラベルの右側にあるラジオボタンにチェックを入れ

ます。項目を選択後、ページ下部の「更新する」ボタンを押してテストスイート一覧画面へ

戻ります。 

 

 

(4) テストスイート一覧右側にあるカバレッジパネルボタンを押します。 
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(5) カバレッジパネルが表示されます。ここで集計されている件数はテスト対象（優先度の入力

がある）となるテストケース数です。 

 

 

 

 テストスイートにコメントを残す 

各テストスイートバージョンには掲示板が設置されており、プロジェクト内のユーザ同士でコメ

ントのやり取りを行うことができます。コメントボタンには投稿されたコメントの件数が表示され

ます。 

 

(1) テストスイート一覧からコメントボタンを押します。 
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(2) 任意のメッセージを入力し、投稿ボタンを押すとコメントが投稿されます。 

コメントにはメンション機能があり、投稿時に通知メールを指定の宛先に送信することが

できます。コメント入力欄に"@"を入力するとプルダウンメニューが表示され、プロジェ

クト内のユーザを選択することができます。"@all"を選択するとプロジェクト内のすべて

のユーザに向けて通知メールを送信することができます。 

 

 

(3) プロジェクト管理者以上の権限を持つユーザはコメントの削除も行うことができます。投

稿したコメントの名前の横にあるゴミ箱マークをクリックします。 
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(4) コメント削除の確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

 

 テストスイートのレビューのワークフロー 

 テストスイートにレビューのワークフロー機能です。指定したレビュワーにレビュー依頼のメー

ルが送信され、やり取りはテストスイートのコメント一覧に投稿されます。 

 

6.14.1. レビュー依頼を送る 

 

レビュー依頼者の操作 

(1) プロジェクト設定でテストスイートのレビュワーのメールアドレスを指定します。メールア

ドレスはカンマ区切りで複数指定できます。 
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(2) テストケース編集画面のレビュー依頼ボタンを押します。レビュー依頼の対象となるのは、

ステータスが「編集中」のテストスイートバージョンです。 

 

 

(3) レビュー依頼送信画面で任意のコメントを入力し、「送信する」ボタンを押します。 

 

 

(4) レビュワーにレビュー依頼メールが送信され、コメント一覧にレビュー依頼が

行われたことが通知されます。  
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レビュワーの操作 

(1) レビュー依頼メールからテストケース編集画面を開きます。 

 

 

(2) レビューを完了する場合は「レビュー完了」、修正が必要な場合は「差し戻す」ボタンを押

し、コメントを入力したら「送信する」ボタンを押します。 

 

 

(3) コメント一覧にレビュー完了の投稿が行われ、ステータスが「利用可」に変わります。レビ

ュー完了時にロックするにチェックを入れるとテストスイートバージョンが読み取り専用
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になります。 

 

 

 

 

 テストスイートの差分確認 

 指定したバージョンと現バージョンの差分を確認する機能です。細かい変更内容をテストケース

ごとに色付きで確認できます。比較は前識別 ID を元に行われます。 

 

(1) 既存のテストスイートバージョンを前バージョンと比較する場合は設定画面を開き、前回バ

ージョンを選択します。新規でバージョンを作成する際の前回バージョンは自動で選択され

ます。 
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(2) テストケース編集画面の「差分確認」ボタンを押します。 

 

 

(3) 左上に変更件数が表示され、変更箇所は追加：緑、変更：黄色、削除：赤でそれぞれ表示さ

れます。 
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 テストフェーズの管理 

 本章では、テストを進めていく際のフェーズの管理について説明します。 

 

 

 テストフェーズを作成する 

 テストサイクルを管理するためのテストフェーズの作成方法について説明します。設定は後から

変更可能です。 

 

 

7.1.1. テストフェーズの基本設定 

(1) ダッシュボード画面左のメニューからテストフェーズのリンクをクリックします。 

 

 

 

(2) テストフェーズ一覧画面右上のテストスイート追加ボタンを押します。 

 

 

(3) テストフェーズの基本情報を入力します。「レビュワーのメールアドレス」はテスト実施後

に実施内容を確認する担当者のメールアドレスを入力します。（テスト実施後のワークフロ
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ーについては、手順 10.11 をご参照ください） 

 

 

(4) 紐付けられているテストスイートのテストサイクルを自動生成するチェックボックスをオ

ンにしてテストフェーズを作成すると、紐付けたテストスイートそれぞれのテストサイクル

が 1 件ずつ自動で作成されます。 

 

 

 

 

7.1.2. 対象のテストスイートバージョンを設定する 

 テストフェーズに紐付けるテストスイートバージョンを選択します。ステータスが利用可となっ



120 

ているテストスイートバージョンが表示されます。左側の選択可能なもののボックスから対象とし

たいテストスイートバージョンを選択すると、右側の選択したもののボックスに移動します。 

右側の選択したものに表示されているテストスイートバージョンがこのテストフェーズの対象

となります。テストケース件数は優先度が入力されている（テスト対処となる）テストケースの件

数です。 

  

 

 

 BTS連携を行う 

 QualityForward は BTS との連携機能を備えています。連携可能な BTS は Redmine および

JIRA です。 

BTS 連携をすることでレポート機能への紐付けや実行画面からワンクリックで起票を行うこと

ができます。詳しい設定方法については「BTS 連携マニュアル」をご確認ください。 

 

 

https://cloud.veriserve.co.jp/docs/QualityForward_bts_manual.pdf
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 欠陥予測を管理する 

 テストの実施においての欠陥予測設定をテストフェーズごとに行えます。設定したデータはレポ

ート画面で収束曲線として表示されます。 

 

7.3.1. 欠陥予測を入力する 

 

(1) テストフェーズ一覧で欠陥予測のリンクをクリックします。 

 

 

(2) 欠陥予想 OPEN 数と欠陥予想 CLOSE 数を入力します。 

 

 

(3) ここで設定した数値は収束曲線グラフに表示されます。 
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 テストフェーズ設定を変更・削除する 

 テストフェーズの情報を変更・削除する方法を説明します。テストフェーズの情報は設定画面か

らいつでも変更可能です。 

 

 

7.4.1. テストフェーズ設定を変更する 

(1) テストフェーズ一覧画面から変更したいテストフェーズ名下の設定をクリックします。 

 

 

(2) 変更したい項目の入力を終えたら、更新するボタンを押してください。 

※テストサイクルを作成済みのテストスイートバージョンは紐付けから外すことができま

せん。 
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7.4.2. テストフェーズをアーカイブする 

 プロジェクトやテストスイートと同様にテストフェーズもアーカイブすることができます。 

 テストフェーズをアーカイブするとプロジェクト全体の集計から除外されます。テストフェーズ

のアーカイブはプロジェクト管理者以上の権限が必要です。 

 

(1) テストフェーズ一覧からアーカイブしたいテストフェーズの設定をクリックします。 

 

 

(2) テストフェーズ設定画面の下部にあるアーカイブするボタンを押します。 

 

 

(3) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

(4) アーカイブしたテストフェーズはテストフェーズ一覧のアーカイブタブに表示されます。ア

ーカイブから元に戻す場合は同様の手順でアーカイブから戻すボタンを押すとアクティブ

なテストフェーズ一覧に表示されます。 
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7.4.3. テストフェーズを削除する 

 テストフェーズの削除はテストフェーズ設定画面から行います。テストフェーズの削除はプロジ

ェクト管理者以上の権限が必要です。 

 

(1) テストフェーズ設定画面の最下部にある削除ボタンを押します。 

 

 

(2) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 
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 テストサイクルの管理 

 本章では、テストフェーズに紐付けたテストスイートに対して実際にテスト結果を記入していく

＝テストを実行していくための、実行単位のテストサイクルについて説明します。一つ以上のテス

ト実行単位（テストサイクル）を包含する「テストフェーズ」を定義し、テストフェーズに紐付け

たテストスイートごとにテストサイクルを作成することで、テスト実行が可能です。 

 

 

 テストサイクルを作成する 

 本項ではテストを実行するためのテストサイクルを作成する方法について説明します。設定は後

から変更可能です。 

 ※テストフェーズ新規作成時に自動生成チェックをオンにした場合、1 件目のテストサイクルは

自動で生成されます。 

 

(1) テストフェーズ一覧画面から、テストサイクルを追加したいテストフェーズのスイート一覧

ボタンを押します。 

 

 

(2) 対象のテストスイートの一覧からサイクル一覧ボタンを押します。 
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(3) テストサイクル一覧画面右上のテストサイクル追加ボタンを押します。 

 

 

(4) テストサイクルの基本情報を設定します。 

 

 

(5) テストケースに設定されている優先度のうち、どの優先度を対象とするかを選択します。 

※テストスイート内で使用されている優先度のみ表示されます。 
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(6) テスト担当者を指定します。フォーム上で文字入力をすると、入力文字を含むユーザが候補

として表示されます。 

 

 

(7) 全ての入力を終えたら登録するボタンを押します。 

 

 

 テスト実施時に自動入力される値を設定する 

 本項目を設定すると、テストの結果を入力した際に設定値が自動的に備考欄に記載されます。 

 

(１) テストサイクル一覧画面からデフォルト値設定をクリックします。 

 

 

(２) テストサイクルでテスト結果を入力した際の自動入力される値を設定します。 
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(３) 値の入力が完了したら更新するボタンを押します。 

 

 ※デフォルト値の設定がしてある場合も手入力は可能です。 

 ※手入力とデフォルト値が重なった場合、手入力の情報が優先されます。 

 

 

 テスト結果欄の検証設定をする 

 テストサイクルに検証設定を行うことで、テスト結果の自由項目への表記を一致させることがで

きます。 

 

(１) テストサイクル一覧画面を開き、「検証設定」のリンクをクリックします。 

 

 

(２) 正規表現の形式で入力し設定を行います。入力が完了したら「更新する」ボタンを押します。 
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(３) テスト結果部に入力を行った際に、設定と一致しない表記は赤文字で表示されます。 

 

 

 

 進捗予測を管理する 

 テストの実施予測の設定をテストサイクルごとに行えます。設定したデータはレポート画面で収

束曲線として表示されます。 

 

 

8.4.1. 進捗予測を入力する 

 ここで入力した進捗予想数は期限バーの件数へ反映されます。 

 

(1) テストサイクル一覧画面から、進捗予測リンクをクリックします。 
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(2) 進捗予想数を入力します。ここで入力する数値は「テストケースの残件数」です。 

  

※入力内容はセルからカーソルが外れた時点で自動的に保存されます。 

 

(3) 進捗予想の入力により、期限バーの予定件数が変動します。 
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8.4.2. 進捗予測設定を初期化する 

 入力した進捗予測は初期化することができます。 

レポートや実績推移表の予測値・テストサイクルの成分バーの期日は、進捗予測の数値を基に値

が設定されています。進捗予測設定を初期化すると、これらの値が変わりますのでご注意ください。 

 

(1) 予測入力欄の右上にある初期化ボタンを押します。 

  

 

(2) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

 

 テストサイクル設定を変更・削除する 

 テストサイクルの情報を変更・削除する方法を説明します。テストサイクルの情報は設定画面か

らいつでも変更可能です。 

 

 

8.5.1. テストサイクル設定を変更する 

(1) テストサイクル一覧画面から変更したいテストサイクル名下の設定をクリックします。 

 

 

(2) 変更したい項目の入力を終えたら、更新するボタンを押してください。 
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※テストサイクルの状態はプロジェクト管理者またはテナント管理者のみ設定可能です。 

 

 

8.5.2. テストサイクルを削除する 

テストサイクルの削除はテストサイクル設定画面から行います。 

 

(1) テストサイクル設定画面の最下部にある削除ボタンを押します。 

 

 

(2) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

 テストサイクルをエクスポートする 

 テスト結果はテストサイクルごとにエクセル形式でのダウンロードが可能です。 
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(1) テストサイクル一覧画面からダウンロードしたいテストサイクルの xlsx ボタンを押します。 

 

 

(2) ダイアログボックスが表示されたらダウンロード先を選択して保存ボタンを押します。 

 

 

 

 テストサイクルの再テストを行う 

 実施済みのテストサイクルを元にテスト対象を絞り込んで再テストすることができます。FAIL

になった項目や、前回実施できなかった項目などを対象としたテストサイクルを作成します。 

 

(1) テストサイクル一覧から再テストしたいテストサイクル名の下にある再テストをクリック

します。 
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(2) 再テストの対象としたい条件を選択します。 

 

 

(3) 全ての入力を終えたら登録するボタンを押します。 

 

 

(4) 対象を絞り込んだテストサイクルが作成されます。通常のテストサイクルと同様に実施する

ことができます。 
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 テストサイクルの進捗情報をコピーする 

 テストサイクルの進捗に関連する情報をまとめてコピーすることができます。 

 

(１) テストサイクル一覧から、情報をコピーしたいテストサイクルの右端にあるアイコンをクリ

ックします。 

 

 

(２) 以下のようにテストサイクルの情報がコピーされます。 
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 アサイン表でテスト担当者を管理する 

 テストフェーズに含まれる全テストサイクルのスケジュールを俯瞰し、テスト担当者を割り振る

ことができます。 

 

(１) 管理したいテストフェーズ一覧の「アサイン表」ボタンをクリックします。 

 

 

(２) リストからテスト担当者を選択します。 

 

 

(３) テスト担当者やテストサイクルステータスごとに絞り込みたい場合は、リストから担当者を

選択・絞り込みたいステータスにチェックをし、「検索」ボタンをクリックします。 
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 マルチサイクルの管理 

 本章では同じテストケースに対して複数の結果を記入するマルチサイクルについて説明します。

テストサイクルと同様に、テストフェーズに紐づけたテストスイートごとにマルチサイクルを作成

し実行することができます。 

 

 マルチサイクルを作成する 

本項では複数のテスト対象に対して結果を記入するためのマルチサイクルを作成する方法につ

いて説明します。設定は後から変更可能です。 

 

(１) テストフェーズ一覧画面から、マルチサイクルを追加したいテストフェーズのスイート一覧

ボタンを押します。 

 

 

(２) 対象のテストスイートの一覧からマルチサイクル一覧ボタンを押します。 

 

 

(３) マルチサイクル一覧画面右上のマルチテストサイクル追加ボタンを押します。 
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(４) テストサイクルの情報を設定します。 

 

 

(５) テストケースに設定されている優先度のうち、どの優先度を対象とするかを選択します。 

※テストスイート内で使用されている優先度のみ表示されます。 

 

 

(６) テスト担当者を指定します。フォーム上で文字入力をすると、入力文字を含むユーザが候補

として表示されます。 



139 

 

 

(７) 全ての入力を終えたら登録するボタンを押します。 

 

 テスト実施時に自動入力される値を設定する 

 本項目を設定すると、テストの結果を入力した際に設定値が自動的に備考欄に記載されます。 

 

(１) マルチサイクル一覧画面からデフォルト値設定をクリックします。 

 

 

(２) マルチサイクルでテスト結果を入力した際の自動入力される値を設定します。 

 

 

(３) 値の入力が完了したら更新するボタンを押します。 
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 ※デフォルト値の設定がしてある場合も手入力は可能です。 

 ※手入力とデフォルト値が重なった場合、手入力の情報が優先されます。 

 

 

9.2.1. 環境を追加する 

 

(１) マルチテストサイクル一覧の対象のテストサイクルの「環境を追加」ボタンを押しします。 

 

 

(２) 環境の名前を入力し「登録する」ボタンを押します。 

 

 

 

 進捗予測を管理する 

テストの実施予測の設定を環境ごとに行えます。設定したデータはレポート画面で収束曲線とし

て表示されます。 

 

9.3.1. 進捗予測を入力する 

 ここで入力した進捗予想数は期限バー の件数へ反映されます。 
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(１) マルチサイクル名下にある進捗予測リンクをクリックします。 

 

 

(２) 進捗予測数を入力します。ここで入力する数値は「テストケースの残件数」です。 

 

※入力内容はセルからカーソルが外れた時点で自動的に保存されます。 

 

(３) 進捗予想の入力により、期限バーの予定件数が変動します。 

 

 

9.3.2. 進捗予測設定を初期化する 

入力した進捗予測は初期化することができます。 

レポートや実績推移表の予測値・テストサイクルの成分バーの期日は、進捗予測の数値を基に値 

が設定されています。 進捗予測 設定を初期化すると、これらの値が変わりますのでご注意くださ
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い。 

 

(１) 予測 入力欄の右上にある初期化ボタンを押します。 

 

 

(２) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

 

 マルチサイクルの環境を管理する 

 テスト対象を追加することで、テストサイクルで複数のテスト結果を記入できるようになりま

す。 

 

9.4.1. 環境設定を変更・削除する 

 テストサイクルの情報を変更・削除する方法を説明します。 テストサイクルの情報は設定画面

からいつでも変更可能です。 

 

環境設定を変更する 

(１) マルチサイクル一覧の環境名下にある設定をクリックします。 
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(２) 環境名を編集したら更新するボタンを押します。 

 

 

環境を削除する 

(１) マルチサイクル一覧の環境名下にある設定をクリックします。 
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(２) 画面下部にある削除ボタンを押します。 

 

 

(３) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 
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 マルチサイクル設定を変更・削除する 

 マルチサイクルの情報を変更・削除する方法を説明します。 テストサイクルの情報は設定画面

からいつでも変更可能です。 

 

9.5.1. マルチサイクル設定を変更する 

(１) マルチサイクル一覧画面から変更したいマルチサイクル名下の設定をクリックします。 

 

 

(２) 変更したい項目の入力を終えたら、更新するボタンを押してください。 
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※マルチサイクルの状態はプロジェクト管理者またはテナント管理者のみ設定可能です。 

 

 

9.5.2. マルチサイクルを削除する 

マルチサイクルの削除はテストサイクル設定画面から行います。マルチサイクルを削除すると対

象の環境も全て削除されます。 

 

(１) マルチサイクル一覧画面から削除したいマルチサイクル名下の設定をクリックします。 
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(２) 画面下部にある削除ボタンを押します。 

 

 



148 

(３) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 
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 テスト実行管理 

 本章では、テストサイクル実行の進め方と管理方法について説明します。 

 

 

 テストサイクルを実行する 

 テストスイート、テストフェーズ、テストサイクルの準備ができたらテストの実行に入ります。 

 

(1) テストサイクル一覧画面から、実行したいテストの「開く」ボタンを押します。 

 

 

(2) テスト結果はプルダウンで選択して入力できます。結果のラベルはプロジェクト作成時に設

定したものが表示されます。 

 

 

 

(3) テスト結果を入力すると実施者と実施日が自動で入力されます。 
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(4) テスト環境、バグ ID、備考欄は自由に入力可能です。 

※デフォルト値の設定がある場合はデフォルト値が自動入力されます。 

 

 

(5) 当日のテストの実施状況はリアルタイムで更新されます。実績は日ごとに集計されレポート

上に保存されます。過去の進捗実績結果の編集が必要な場合は手順 12.2.8 をご参照くださ

い。 

 

 

(6) テストケースにフィルタをかけ、まとめて編集も可能です。 

 

 

(7) テキストでフィルタをかける場合は、一度クリアをクリックしてからテキスト入力を行い、

表示されたフィルタにチェックを入れます。 
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(8) テストケース編集画面同様、テスト実行画面でもテキスト検索を行うことができます。

Ctrl+F を押し、検索したいキーワードを入力したら Enter を押してください。 

 

 

(9) テストサイクル上部の「装飾形式」を「あり」にすると同じ手順のテストケースの表示を薄

くし見やすくすることが可能です。 

 

 

 

10.1.1. 実行対象外の結果を入力する 

 「CUT」,「N/A」,「SKIP」のいずれかのテスト結果が入力されたテストケースを実行範囲から

除外することができます。テスト実行範囲外のテスト結果は進捗実績などの集計から除外されま

す。設定方法は 4.3.10 を参照してください。 
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 テストサイクルで実行対象外に指定したテスト結果を入力します。対象のテストケースはテスト

件数から除外されます。 

 

 

 

10.1.2. テスト実行画面上にコメントを表示する 

 テストを実行しながらコメントの確認ややり取りを行うことができます。 
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 テスト結果にファイルを添付する 

 各テスト結果に複数のファイルを添付することができます。※ファイルサイズの上限は 1MB ま

でです。マルチサイクルでも同様に各結果に対してファイルを添付することができます。 

 

(１) テスト結果部右端の添付ファイル欄をダブルクリックします。 

 

 

(２) ファイル添付画面が開いたら「Brows」ボタンをクリックし、添付したいファイルを選択し

ます。 

 

 

(３) ファイルを選択したらアップロードボタンを押します。 
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(４) テスト結果部の添付ファイル欄に選択したファイル名が表示されます。ファイル名をクリッ

クするとファイルをダウンロード保存することが可能です。 

 

 

 

 テストを実行しながらBTSに起票する 

テストフェーズ設定画面で BTS 連携の設定が済んでいる場合、該当テストケースを右クリック

することで直接チケットの起票画面を開くことができます。 

 

(１) FAIL など不具合があった場合、該当のテストケースで右クリックします。 

 

 

(２) チケットの起票が完了するとグラフやレポートに反映されます。 
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 文字列の配置を変更する 

 テスト実行画面のテストケースの文字配置を変更することができます。 

 

(1) 文字の配置を変更したいセルまたは列を選択し、右クリックします。 

 

 

(2) 変更したい配置を選択すると選択されているセルの文字の配置を変えることができます。 

 

 

 

 列の表示・非表示を切り替える 

 テスト実行中に表示する必要がない列は非表示にすることができます。 

 

(1) テスト実行画面で非表示にしたい列の項目名を右クリックします。 
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(2) 列を非表示をクリックします。 

 

 

(3) 列を再表示する場合は、非表示になっている列の両隣の列を選択してから右クリックします。 

 

 

(4) 列を表示をクリックします。 
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 テスト結果補足の設定内容を確認する 

 プロジェクト設定でテスト結果補足を利用するにチェックを入れた場合、実行画面からも確認す

ることができます。 

 

(1) テスト実行画面上部の操作プルダウンからテスト結果補足をクリックします。 

 

 

(2) テスト結果補足に設定した内容を確認できます。 
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(3) テスト結果が入力されている場合にテスト結果補足の入力を行うことができます。 

 

 

 

 テストケースを編集する 

 テスト実行画面から、テストケースの編集画面へ遷移することができます。 

 

(1) テストケースの編集を行う場合、テスト実行画面上部の操作プルダウンからテストケースを

編集をクリックして編集画面へ進みます。 
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(2) テストケース編集はテストケース作成時と同様に自由に編集可能です。エクセルインポート

で一括上書きも可能です。 

※エクセルシートをインポート時に同じ識別 ID が存在する場合、既にあるデータにインポ

ートデータが上書きされます。 

 

 

 

 テスト結果をエクスポートする 

 テストサイクル画面に入力されたテスト結果は csv 形式にてエクスポートすることができます。 

 ※テスト結果のエクスポートはマルチサイクルでは対応しておりません。 

 

(1) テストサイクル画面を開き、操作メニューから結果のエクスポートを選択します。 

 

 

(2) ダイアログボックスが開いたら保存先を選択し、保存ボタンを押します。 
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(3) 以下のような形式でテスト結果がエクスポートされます。 
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 テスト結果をインポートする 

 テスト結果インポートでは、まだ結果の入っていないテストサイクルに結果を書き込むことや、

既に入力してあるテスト結果に対し上書きを行うことができます。 

  ※テスト結果のインスポートはマルチサイクルでは対応しておりません。 

 

(1) 以下のように csv ファイルを作成します。 

 

インポートできるファイルは csv 形式になります。以下の内容をご確認のうえインポート

を実施してください。アップロードエラーとなった場合、インポートは実施されません。 

※対象の識別 ID に対し書き込みを行うため、識別 ID は正しく指定してください 

※プロジェクトに存在しないユーザ、またはテスト実施者が無記入の場合はインポートする

ことができません 

※日付の形式は「yyyy/mm/dd hh:mm:ss」です 

※テスト結果、テスト結果補足は QualityForward 上の設定と、csv で指定した文字列が完

全に一致している必要があります 

※文字コードは「UTF-8」のみ対応しております 

※インポートするテスト結果の数がテストサイクルの行数より多い場合、インポートするこ

とができません 
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(2) テストサイクル画面を開き、操作メニューから結果のインポートを選択します。 

 

 

(3) テスト結果インポート画面が開いたら、手順（1）で作成した csv ファイルを指定し、登録

するボタンを押します。 

 

 

(4) テスト結果がインポートされました。 
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 掲示板でテスト状況の報告を行う 

 各テストサイクルには掲示板が設置されており、プロジェクト内のユーザ同士でコメントのやり

取りを行うことができます。コメントボタンには投稿されたコメントの件数が表示されます。 

 マルチサイクルではマルチサイクルごとに掲示板が存在します。 

 

(1) テストサイクルまたはマルチサイクル一覧からコメントボタンを押します。 

 

 

 

(2) 任意のメッセージを入力し、投稿ボタンを押すとコメントが投稿されます。 

コメントにはメンション機能があり、投稿時に通知メールを指定の宛先に送信することがで

きます。コメント入力欄に"@"を入力するとプルダウンメニューが表示され、プロジェクト

内のユーザを選択することができます。"@all"を選択するとプロジェクト内のすべてのユー

ザに向けて通知メールを送信することができます。 

 

 

(3) プロジェクト管理者以上の権限を持つユーザはコメントの削除も行うことができます。投稿

したコメントの名前の横にあるゴミ箱マークをクリックします。 
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(4) コメント削除の確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

 

 レビューのワークフロー 

 テストはレビュワーのレビューを終えたのち、完了となります。テスト実施者とテスト管理者は

レビューの依頼や差し戻し、完了の通知をテスト実行画面上より行います。 

 各ワークフローで送信されたメッセージはコメントとして記録され、テストサイクル横の「コメ

ント」から確認することができます。 

 

 

10.11.1. レビューを依頼する 

 テストが終わったらテスト実施者はレビュー依頼をすることができます。レビュー依頼をすると

レビュワーに指定されたメールアドレスにレビュー依頼通知が送信されます。 

 

(1) 対象のテストサイクルの親となるテストフェーズの設定画面を開き、レビュワーのメールア

ドレスを確認します。レビュワーはいつでも追加、削除することができます。 
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(2) レビュー依頼を出したいテスト実行画面最下部のレビュー依頼ボタンを押します。 

 

 

(3) 任意のメッセージを入力し、送信ボタンを押します。 

 

※レビュー依頼メールはレビュワー設定が有る場合にのみ、レビュワーに送信されます。 

 

(4) レビュー依頼やレビュー完了などの通知は、メールで通知された URL、またはテストサイ

クル一覧画面のコメントボタンから開ける掲示板にも記載されます。 

※投稿したコメントと異なり、この内容を掲示板から削除することはできません。 
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10.11.2. レビュー依頼を差し戻す 

レビュー待ちのテストケースに不備があった場合、テスト実施者へレビュー依頼の差し戻しを行

います。 
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(1) レビュー待ちのテストサイクルを開きます。 

 

(2) テスト実行画面最下部の差し戻すボタンを押します。 

 

 

(3) 差し戻し理由を入力し、送信ボタンを押します。 

 

 

(4) テスト実施者へ差し戻しメールが送信され、掲示板にも差し戻しが通知されます。 
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10.11.3. レビューを完了する 

 テスト実行結果に不備がなければ、テストサイクルを完了とすることができます。レビューを完

了したテストサイクルは閲覧専用となり、編集を行うことができなくなります。一度完了させたレ

ビューの状態を変更するには手順 10.12 を参照ください。 

 

(1) レビュー待ちのテストサイクルを開きます。 

 

(2) テスト実行画面最下部の完了ボタンを押します。 

 

 

(3) 任意のメッセージを入力したら送信ボタンを押します。 
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(4) レビュー完了通知がテスト実施者へ送信され、掲示板にもレビュー完了が通知されます。 
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 テストサイクルの状態を変更する 

 プロジェクト管理者以上の権限を持つユーザは、テストサイクルの状態を変更することができま

す。テストサイクルの状態は未実施・テスト中・レビュー待ち・完了の 4 種類から選択することが

できます。 

 

(1) テストサイクル一覧画面から「設定」をクリックし、テストサイクルの設定画面を開きます。 

 

 

(2) 管理者向けの設定内の「状態」のプルダウンメニューより任意の状態を選択し、「更新する」

ボタンを押します。 

 

 

(3) テストサイクル一覧画面に遷移し、テスト状態が変更されていることを確認できます。 
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 関連ファイルを確認する 

 テストスイート作成時にアップロードした関連ファイルをテスト実行画面からダウンロードで

きます。 

 

(1) テスト実行画面上部の操作プルダウンから関連ファイルをクリックします。 

 

 

(2) 関連ファイル一覧画面が表示されたら、ダウンロードしたいファイルをクリックします。 

 

 

 

 テストの実行時間を確認する 

 テストスイートに対し、テストが実行された時間の確認ができます。テストスイート一覧画面の

テストスイート名の下に直近の実行時間が表示されます 
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※実行時間はテスト実行のチェック依頼が完了になると算出されます。 

※該当のテストサイクルにおいてその日の最も遅いテスト実施日時（テスト結果を投入した実時

間）から最も早いテスト実施日時を引いたものが直近の実行時間として 1 日ごとに算出されます。

全ての日数の実行時間の累計が「直近の実行時間」となります。 

 

 

 更新履歴管理 

テスト結果の更新履歴を見ることができます。どのテストケースに対し、誰が・いつ・どのよう

に変更を加えたかを一覧で表示します。 

※更新履歴はマルチサイクルには対応しておりません。 

 

(1) テスト実行画面上部の操作プルダウンからテスト結果更新履歴のリンクをクリックします。 

 

 

(2) テスト結果更新履歴の一覧が表示されます。更新履歴は最初の入力の後に更新が行われた場

合のみ出力されます。 
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 マルチサイクルの実行管理 

 本章ではマルチサイクルの実行管理について説明します。 

 

 マルチサイクルを実行する 

 マルチサイクルの準備ができたらテストの実行に入ります。 

 

(１) マルチサイクル一覧画面から、実行したいテストの「開く」ボタンを押します。 

 

 

(２) テスト結果は環境ごとにプルダウンで選択して入力できます。結果のラベルはプロジェク

ト作成時に設定したものが表示されます。 

 

 

(３) テスト結果を入力すると実施者と実施日が自動で入力されます。マルチサイクルは複数の

ユーザで実行することが可能です。 
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(４) 自由項目欄は任意に入力が可能です。 

 

 

 

11.1.1. テスト実行画面上にコメントを表示する 

 テストを実行しながらコメントの確認ややり取りを行うことができます。 
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 テスト結果にファイルを添付する 

 各テスト結果に複数のファイルを添付することができます。※ファイルサイズの上限は 1MB ま

でです。 

 

(１) テスト結果部右端の添付ファイル欄をダブルクリックします。 

 

 

(２) ファイル添付画面が開いたら「Brows」ボタンをクリックし、添付したいファイルを選択

します。 

 

 

(３) ファイルを選択したらアップロードボタンを押します。 



176 

 

 

(４) テスト結果部の添付ファイル欄に選択したファイル名が表示されます。ファイル名をクリ

ックするとファイルをダウンロード保存することが可能です。 

 

 

 

 テストを実行しながらBTSに起票する 

テストフェーズ設定画面で BTS 連携の設定が済んでいる場合、該当テストケースを右クリックす

ることで直接チケットの起票画面を開くことができます。 

 

(１) FAIL など不具合があった場合、該当のテストケースで右クリックします。 

 

 

(２) チケットの起票が完了するとグラフやレポートに反映されます。 
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 文字列の配置を変更する 

 テスト実行画面のテストケースの文字配置を変更することができます。 

 

(１) 文字の配置を変更したいセルまたは列を選択し、右クリックします。 

 

 

(２) 変更したい配置を選択すると選択されているセルの文字の配置を変えることができます。 

 

 

 

 列の表示・非表示を切り替える 

 テスト実行中に表示する必要がない列は非表示にすることができます。 

 

(１) テスト実行画面で非表示にしたい列の項目名を右クリックします。 
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(２) 列を非表示をクリックします。 

 

 

(３) 列を再表示する場合は、非表示になっている列の両隣の列を選択してから右クリックします。 

 

 

(４) 列を表示をクリックします。 
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 テスト結果補足の設定内容を確認する 

 プロジェクト設定でテスト結果補足を利用するにチェックを入れた場合、実行画面からも確認す

ることができます。 

 

(１) テスト実行画面上部の操作プルダウンからテスト結果補足をクリックします。 

 

 

(２) テスト結果補足に設定した内容を確認できます。 
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(３) テスト結果が入力されている場合にテスト結果補足の入力を行うことができます。 

 

 

 

 テストケースを編集する 

 テスト実行画面から、テストケースの編集画面へ遷移することができます。 

 

(１) テストケースの編集を行う場合、テスト実行画面上部の操作プルダウンからテストケース

を編集をクリックして編集画面へ進みます。 

 

 

(２) テストケース編集はテストケース作成時と同様に自由に編集可能です。エクセルインポー

トで一括上書きも可能です。 

※エクセルシートをインポート時に同じ識別 ID が存在する場合、既にあるデータにイン

ポートデータが上書きされます。 
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 掲示板でテスト状況の報告を行う 

 各マルチサイクルには掲示板が設置されており、プロジェクト内のユーザ同士でコメントのやり

取りを行うことができます。コメントボタンには投稿されたコメントの件数が表示されます。 

 

(１) マルチサイクル一覧からコメントボタンを押します。 

 

 

(２) 任意のメッセージを入力し、投稿ボタンを押すとコメントが投稿されます。 

コメントにはメンション機能があり、投稿時に通知メールを指定の宛先に送信することが

できます。コメント入力欄に"@"を入力するとプルダウンメニューが表示され、プロジェ

クト内のユーザを選択することができます。"@all"を選択するとプロジェクト内のすべて

のユーザに向けて通知メールを送信することができます。 
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(３) プロジェクト管理者以上の権限を持つユーザはコメントの削除も行うことができます。投

稿したコメントの名前の横にあるゴミ箱マークをクリックします。 

 

 

(４) コメント削除の確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 

 

 

 

 レビューのワークフロー 

 テストはレビュワーのレビューを終えたのち、完了となります。テスト実施者とテスト管理者は

レビューの依頼や差し戻し、完了の通知をテスト実行画面上より行います。 

 各ワークフローで送信されたメッセージはコメントとして記録され、テストサイクル横の「コメ

ント」から確認することができます。 
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11.9.1. レビューを依頼する 

 テストが終わったらテスト実施者はレビュー依頼をすることができます。レビュー依頼をすると

レビュワーに指定されたメールアドレスにレビュー依頼通知が送信されます。 

 

(１) 対象のマルチサイクルの親となるテストフェーズの設定画面を開き、レビュワーのメール

アドレスを確認します。レビュワーはいつでも追加、削除することができます。 

 

 

(２) レビュー依頼を出したいテスト実行画面最下部のレビュー依頼ボタンを押します。 

 

 

(３) 任意のメッセージを入力し、送信ボタンを押します。 

 

※レビュー依頼メールはレビュワー設定が有る場合にのみ、レビュワーに送信されます。 
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(４) レビュー依頼やレビュー完了などの通知は、メールで通知された URL、またはテストサイ

クル一覧画面のコメントボタンから開ける掲示板にも記載されます。 

※投稿したコメントと異なり、この内容を掲示板から削除することはできません。 

 

 

 

 

11.9.2. レビュー依頼を差し戻す 

レビュー待ちのテストケースに不備があった場合、テスト実施者へレビュー依頼の差し戻しを行

います。 

 

(１) レビュー待ちのマルチサイクルを開きます。 

 

 

(２) テスト実行画面最下部の差し戻すボタンを押します。 
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(３) 差し戻し理由を入力し、送信ボタンを押します。 

 

 

(４) テスト実施者へ差し戻しメールが送信され、掲示板にも差し戻しが通知されます。 
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11.9.3. レビューを完了する 

 テスト実行結果に不備がなければ、テストサイクルを完了とすることができます。レビューを完

了したテストサイクルは閲覧専用となり、編集を行うことができなくなります。一度完了させたレ

ビューの状態を変更するには手順 11.10 を参照ください。 

 

(１) レビュー待ちのテストサイクルを開きます。 

 

(２) テスト実行画面最下部の完了ボタンを押します。 

 

 

(３) 任意のメッセージを入力したら送信ボタンを押します。 
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(４) レビュー完了通知がテスト実施者へ送信され、掲示板にもレビュー完了が通知されます。 

 

 

 

 マルチサイクルの状態を変更する 

 プロジェクト管理者以上の権限を持つユーザは、マルチサイクルの状態を変更することができま

す。テストサイクルの状態は未実施・テスト中・レビュー待ち・完了の 4 種類から選択することが

できます。 

 

(１) マルチサイクル一覧画面から「設定」をクリックし、テストサイクルの設定画面を開きま

す。 
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(２) 管理者向けの設定内の「状態」のプルダウンメニューより任意の状態を選択し、「更新する」

ボタンを押します。 

 

(３) テストサイクル一覧画面に遷移し、テスト状態が変更されていることを確認できます。 

 

 

 関連ファイルを確認する 

 テストスイート作成時にアップロードした関連ファイルをテスト実行画面からダウンロードで

きます。 

 

(１) テスト実行画面上部の操作プルダウンから関連ファイルをクリックします。 

 

 

(２) 関連ファイル一覧画面が表示されたら、ダウンロードしたいファイルをクリックします。 
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 レポート管理 

 レポート画面ではプロジェクト全体、フェーズごとのテスト実施予定数や進捗状況、欠陥数やク

ローズ数などをまとめて確認できます。 

 

 

 プロジェクト全体のレポート 

プロジェクト全体の進捗状況をひと目で確認することができます。 

 

 

12.1.1. 収束曲線（総数） 

 進捗予測設定やテストケース数が増えたタイミングに関係なく、プロジェクト全体のテストケー

ス数から実績を見るグラフです。 

 

(1) ダッシュボード画面左のメニューからレポートのリンクをクリックします。 

 

 

(2) カーソルを合わせると日付ごとに予定と進捗が確認できます。赤い縦線は本日を示していま

す。 
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12.1.2. 収束曲線（変動） 

 変動グラフはテストケース数に増減があったタイミングで予定数が変動します。 

 

(1) カーソルを合わせると日付ごとに予定と進捗が確認できます。 

 

 

※収束曲線グラフが細かくて見づらい場合、ドラッグで範囲選択するとその部分をズームして見

ることができます。 
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 元に戻す場合はグラフ右上に表示される Reset zoom ボタンを押します。 

  

 

 

12.1.3. テストケース総数を確認する 

 プロジェクト名横にテストケース総数が表示されます。ここで表示されるのはテストケースに優

先度が入力されている・優先度がテストサイクルの対象になっているテストケースの総数です。 
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12.1.4. プロジェクト全体のカバレッジパネル 

プロジェクトのテストスイートに対し、どんな機能・観点に向けたテストケースがどれぐらい存

在し、そのテストがどれぐらい実行されているかをひとめで確認できます。 

 

(1) テストスイートの設定画面から、「カバレッジパネル設定の有効化」にチェックを入れます。 

 

 

(2) 集計対象としたい項目の右側にあるラジオボタンを選択し、保存します。 
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(3) レポート画面を開くとフェーズ一覧の下にカバレッジパネルが表示されます。 

 

テストスイート設定画面で対象のカラムを指定してある全テストスイートから集計されま

す。テストがクリアした件数に応じて色が緑に変わっていきます。 

カーソルを合わせると全部で何件のテストケースが存在し、何件のテストがクリアしたかを

確認できます。 

全てのテストがクリア（PASS 率 100%）となった場合、★マークが表示されます。 

 

 

※カバレッジパネルの分母はテストケース数のユニーク数、分子はそのテストケースに対する総テ

スト実行回数です。テストサイクルが複数回実施される場合は PASS 率が 200%、300%と増えて

いき、100%ごとに★マークが増えていきます。 
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12.1.5. フェーズ一覧 

 プロジェクトに登録されているテストフェーズの一覧が表示されます。 

 

 

 

12.1.6. プロジェクトのイベント設定 

 プロジェクト全体の収束曲線グラフに対してテストのスケジュールや重要なイベントを設定し、

グラフ上に表示することができます。 

 

(１) プロジェクト全体のイベント設定は、左メニューの「レポート」ボタンをクリックします。 

(２) プロジェクト全体レポート右上の「イベントの設定」ボタンをクリックします。 

 

 

(３) イベント一覧画面の「+新規登録」ボタンをクリックします。 
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(４) 「対象日」に入力した日付にイベントの「タイトル」が表示されます。 

 

 

(５) イベントタイトルにカーソルを合わせると内容を確認することができます。 

 

 

 

 フェーズごとレポート 

 フェーズ単位でのテスト予定と実績を確認できます。 

 

12.2.1. フェーズごとのカバレッジパネル 

フェーズのテストスイートに対し、どんな機能・観点に向けたテストケースがどれぐらい存在し、

そのテストがどれぐらい実行されているかをひとめで確認できます。 
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（1） フェーズごとのカバレッジパネルを確認する場合は、プロジェクト全体レポートのフェー

ズ一覧からチャートボタンを押します。 

 

 

（2） チャートページの最下部にカバレッジパネルが表示されます。 

カバレッジパネルはテストスイート設定画面で対象のカラムを指定してあるテストスイー

トから集計されます。テストがクリアした件数に応じて色が緑に変わっていきます。 

 

カーソルを合わせると全部で何件のテストケースが存在し、何件のテストがクリアしたか

を確認できます。 

全てのテストがクリア（PASS 率 100%）となった場合、★マークが表示されます。 

 

 

※カバレッジパネルの分母はテストケース数のユニーク数、分子はそのテストケースに対する総テ

スト実行回数です。テストサイクルが複数回実施される場合は PASS 率が 200%、300%と増えて

いき、100%ごとに★マークが増えていきます。 
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12.2.2. 収束曲線（総数） 

 進捗予測設定やテストケース数が増えたタイミングに関係なく、フェーズ全体のテストケース数

から実績を見るグラフです。 

 

(1) フェーズごとのレポートを確認する場合は、プロジェクト全体レポートのフェーズ一覧右側

にあるチャートボタンを押します。 

 

 

(2) カーソルを合わせると日付ごとに予定と進捗が確認できます。 

 

 

(3) 正しいバグ数を取得するには、フェーズ設定画面で Redmine または JIRA との連携用 URL

を設定したうえで画面右上の「欠陥実績の更新」をクリックします。 
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 ※Redmine・JIRA との同期は 8:00,12:00,18:00 の 1 日 3 回自動で行われます。「今、この瞬

間」のレポートを確認したい場合は「欠陥実績の更新」ボタンをクリックしてください。 

 

 

12.2.3. 収束曲線（変動） 

 変動グラフはテストケース数に増減があったタイミングで予定数が変動します。 

 

(1) カーソルを合わせると日付ごとに予定と進捗が確認できます。 
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(2) 正しいバグ数を取得するには、フェーズ設定画面で Redmine または JIRA との連携用 URL

を設定したうえで画面右上の「欠陥実績の更新」をクリックします。 

 

 

 ※Redmine・JIRA との同期は 8:00,12:00,18:00 の 1 日 3 回自動で行われます。「今、この瞬

間」のレポートを確認したい場合は「欠陥実績の更新」ボタンをクリックしてください。 

 

 

12.2.4. テストフェーズのテストケース総数を確認する 

 テストフェーズ名横にテストケース総数が表示されます。ここで表示されるのはテストケースに

優先度が入力されている・優先度がテストサイクルの対象になっているテストケースの総数です。 
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12.2.5. チャートにフィルタをかける 

テストフェーズに紐付くテストサイクルはフィルタを使用することで、任意に選択して集計する

ことができます。集計した結果は収束曲線グラフ、積み上げグラフとして表示されます。 

 

(１) レポートのフェーズ一覧画面より任意のテストフェーズの「チャート」ボタンを押します。 

 

 

(２) チャート画面右上のフィルタのプルダウンメニューから「フィルタ設定」を選択します。 

 

 

(３) フィルタ設定画面の右上の「+フィルタ追加」ボタンを押します。 

 

 

(４) フィルタの作成画面にてフィルタ名を入力後、紐付けたいテストサイクルを選択して「登録

する」ボタンを押してください。フィルタの登録が完了すると設定画面へ戻ります。この設

定は後から変更することができます。（手順 12.2.6 参照） 
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(５) フィルタ設定後、チャート画面から「フィルタ」のプルダウンメニューから登録したフィル

タを選択すると、設定したテストサイクルでの絞り込み結果が表示されます。 
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フィルタによる絞り込みが行われている場合、チャート上部に有効となっているフィルタ名が表

示されます。一度作成したフィルタは登録されるため、再設定の必要はありません。 

 

 

12.2.6. フィルタ設定を変更・削除する 

 フィルタは作成後、フィルタ名や紐付けるテストサイクルの変更を行うことができるほか、フィ

ルタ自体を削除することができます。 

 

(１) チャート画面、フィルタのプルダウンメニュー内の「フィルタ設定」よりフィルタ設定画面

へ遷移します。 

 

 

(２) 対象のフィルタの欄にある「設定」ボタンを押します。 

 

 

(３) 編集画面へ遷移します。任意の項目を変更後に「更新する」ボタンを押すと変更作業が完了

します。削除の場合は画面下部、フィルタの削除の項目で「削除」ボタンを押下後、確認メ

ッセージで「OK」を選択すると削除が実行されます。 
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12.2.7. 欠陥実績数を CSVで登録する 

 欠陥の OPEN、CLOSE 実績数を CSV で直接登録する方法を説明します。 

 

(1) 以下のフォーマットに合わせて、日付・OPEN 数・CLOSE 数を入力した CSV ファイルを作

成します。 
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※ヘッダ行は不要です。 

 

(2) 対象のテストフェーズレポートを開き、右上の設定メニューからバグ情報のアップロードリ

ンクをクリックします。 

 

 

 

(3) バグ情報の取込ページを開いたら、ファイルを選択ボタンを押します。 
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(4) 手順（1）で用意した CSV ファイルを選択します。 

 

 

(5) 登録するボタンを押します。 

 

 

(6) 収束曲線画面へ遷移すれば登録成功です。 
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12.2.8. 過去の進捗実績結果を編集する 

 過去の進捗実績件数はテストサイクル単位でエクスポート・インポートし、過去の進捗実績結果

を修正することができます。 

 

(1)  対象のテストフェーズレポートを開き、右上の設定メニューから「進捗実績の管理」をクリ

ックします。 

 

 

(2)  進捗実績データの管理画面が表示されます。変更対象のテストサイクルの「エクスポート」

ボタンを押すと、CSV ファイルのダウンロードが開始されます。 

 

 

(3)  エクスポートした CSV ファイルを編集します。各テスト結果の件数を任意の件数に書き換

えてください。 

※インポートはテスト期間のすべての日付に対して上書きを行います。日付の記載がない場合

は前日の集計数で補完されるため、修正したい日の件数だけでなく、他の日付の件数も入力し

てください。 

 ※テスト結果補足の実績は JSON で記述する必要があります。入力の形式は以下です。 
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“補足対象のラベル”:{“項目の序列”:件数} 

プロジェクトの設定画面、または実績推移表のテスト結果補足の項目順序を確認し、件数とと

もに CSV ファイルに入力したら更新内容を保存してください。 

 

(4)  編集した CSV ファイルをインポートします。実績データの管理画面から対象のテストサイ

クルの「インポート」を選択します。 

 

 

(5) 編集した CSV ファイルを選択し、「登録する」ボタンを押します。 

 

 

※インポートしたファイルのデータが不正な場合、エラー画面が表示されます。エラー内容を

確認し、項目の修正を行い、再アップロードしてください。 

 

 

(6)  インポートしたファイルのデータに問題がなければ、実績の入れ替えが実行されます。入れ

替えた進捗実績データはレポートの各グラフや実績推移表上の数値に反映されますが、テスト

実行画面上のテスト結果や件数は変わりません。 
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12.2.9. テストフェーズのイベント設定 

 プロジェクト全体の収束曲線グラフと同様にフェーズごとの収束曲線グラフに対し、テストのス

ケジュールや重要なイベントを設定し、グラフ上に表示することができます。 

 

(１) テストフェーズのイベント設定は、左メニューの「レポート」をクリックします。 

(２) イベントを登録したい任意のフェーズの「チャート」をクリックします。 

 

 

(３) レポート右上の設定メニューから「テストフェーズのイベント設定」をクリックします。 

 

 

(４) イベント一覧画面の「+新規登録」ボタンをクリックします。 
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(５) 「対象日」に入力した日付にイベントの「タイトル」が表示されます。 

 

 

(６) イベントタイトルにカーソルを合わせると内容を確認することができます。 

 

 

 

12.2.10. 全欠陥情報の上書き同期 

 全欠陥情報の上書き同期は、過去の欠陥 OPEN/CLOSE 情報を取得する機能です。それぞれの

BTS でのチケット作成日に合わせグラフが描画されます。 

 

（1） BTS 連携が設定済みのフェーズごとチャートを開きます 

 

（2） 右上の設定メニューから「全欠陥情報の上書き同期」をクリックします。 
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 ※「欠陥実績の更新」ボタンと違い、過去の欠陥実績を上書きするためご注意ください。 

 

 

12.2.11. 進捗の内訳 

対象のテストフェーズで実行されているテストの進捗件数のうち、どの結果が何件あるかを確認

できます。 

 

  

 

 

12.2.12. 最近のインシデント 

 最近のインシデント取得用の URL が設定済みの場合、最近のインシデント 10 件がレポート画
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面に表示されます。「もっと見る」をクリックすることで、Redmine に遷移できます。 

設定方法については「BTS 連携マニュアル（1.1.4. 最近のインシデント取得用 URL を設定す

る）」をご確認ください。 

  

  

 

 

12.2.13. バグ優先度別チャート 

 バグ曲線、グラフデータ取得用 URL を登録すると、登録済みのチケットのうち、どの優先度の

チケットがどれだけあるかをひと目で確認できるチャートが表示されます。 

設定方法については「BTS 連携マニュアル（1.1.1. バグ曲線、グラフデータ取得用 URL を設

定する）」をご確認ください。 
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12.2.14. ステータス別チャート 

 バグ曲線、グラフデータ取得用 URL を登録すると、登録済みチケットの各ステータスが何件ず

つあるかを確認できるチャートが表示されます。 

設定方法については「BTS 連携マニュアル（1.1.3. バグ曲線、グラフデータ取得用 URL を設

定する）」をご確認ください。 
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12.2.15. テストブロッカーを確認する 

 テストブロッカーを登録（手順 4.3.4 および 6.2.5 参照）している場合、BLOCK や Q&A にし

たステータスのどの内容がテストの実行を妨げているのか、件数の多い順から 10 件表示すること

ができます。 

 

テスト結果が「BLOCK」または「Q&A」の際に、指定した列に入力された要因の集計をします。

テストブロッカーが複数ある場合には、カンマ区切りで複数指定することも可能です。 
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 集計結果はフェーズのチャート画面にある「テストブロッカー上位 10 件」に表示されます。 

  

 

 

12.2.16. 実績推移表 

 テストフェーズ単位で、フェーズ全体、およびテストサイクルごとの日々の実績、進捗率を集計、

記録します。  

 

(1) プロジェクト全体レポートのフェーズ一覧から実績を確認したいフェーズの実績推移表ボ

タンを押します。 
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(2) 対象フェーズとプロジェクト全体の実績推移表が表示されます。 

 

 

(3) テスト結果補足を使用している場合、テスト結果補足の結果ごとの件数も実績推移表に表示

され、集計されます。 

 

 

 

 

12.2.17. 実績推移表をエクスポートする 

 実績推移表はエクセル形式でのエクスポートが可能です。 
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(1) 実績推移表右上の xlsx ボタンを押します。 

 

 

(2) ダイアログボックスが表示されたらダウンロード先を選択して保存ボタンを押します。 

 

 

 

 レポート設定 

 レポート画面での文言を自由に設定することができます。 

 

12.3.1. フッターのラベルを変更する 

 レポート画面最下部のコピーライトを書き換えることが可能です。 



217 

  

 

(1) テストフェーズのチャート画面右上の設定メニューからラベル設定をクリックします。 

 

 

 

(2) 基本設定のフッターラベルに設定したい文字を入力します。 

 

 

(3) 最下部の更新するボタンを押します。 

 

 

 

12.3.2. レポートのラベルを変更する 

 レポート画面のグラフに表示させるラベルの文言を自由に設定することができます。 
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(1) レポート画面右上の設定メニューからラベル設定をクリックします。 

 

 

 

(2) 収束曲線グラフ設定のそれぞれの項目に設定したい文字を入力します。 
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(3) 最下部の更新するボタンを押します。 

 

 

 

※初期値に戻したい場合はテキストボックスを空にして更新ボタンを押します。 
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 チームWiki の管理 

 チーム内の情報共有の場としてチーム Wiki をご利用いただけます。本章ではチーム Wiki の利

用方法について説明します。 

 

 

 チームWiki の作成 

 チーム Wiki の作成方法について説明します。 

 

 

13.1.1. ページを新規作成する 

(1) ダッシュボード画面左のメニューからチーム Wiki のリンクをクリックします。 

 

 

(2) チーム Wiki トップページ右上の編集ボタンを押します。 

 

 

(3) 共有したい内容を入力します。テキスト入力のほか、Markdown 記法による文章の装飾や

表組の作成、画像の挿入などが可能です。 
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(4) プレビュータブで入力内容の確認ができます。 

 

 

 

13.1.2. ファイルを添付する 

 

(1) 画像を添付したい場合は、ページ編集画面右のファイル添付エリアにファイルをドロップす



222 

るか、クリックします。 

 

 

(2) 入力を全て終えたら更新するボタンを押します。 

 

 

 

13.1.3. ページを追加する 

 チーム Wiki に既にページが存在する場合、新たにページを追加する方法を説明します。 
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(1) チーム Wiki トップページ右上のページ一覧ボタンを押します。 

 

 

(2) チーム Wiki ページ一覧右上のページ追加ボタンを押します。 

 

 

(3) ページ名と内容を入力したら更新するボタンを押します。 

 

 

 チームWiki を編集・削除する 

 チーム Wiki の情報を編集・削除する方法を説明します。ページの情報はチーム Wiki 画面から

いつでも変更可能です。 

 

 

13.2.1. ページを編集する 

(1) チーム Wiki トップページまたはページ一覧から編集ボタンを押します。 

 

 

 

(2) 内容の編集が完了したら更新ボタンを押します。 
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13.2.2. ページを削除する 

(1) チーム Wiki トップページ右上のページ一覧ボタンを押します。 

 

 

(2) 消したいページの右側の削除ボタンを押します。 

 

 

(3) 確認メッセージが表示されたら OK ボタンを押します。 
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 アラートセンターを利用する 

 テスト結果に空欄があるままレビュー依頼を送信した、特定の結果が入力されているのにレビュ

ー依頼を送信した、進捗に一定の遅れがある場合に知らせるアラートセンター機能について説明し

ます。 

 

 

 

 アラートを設定する 

 アラートセンター設定の利用するにチェックをすることで、アラートを検知することができるよ

うになります。 

 アラートの設定はプロジェクト管理者以上の権限が必要となります。 

 

 

14.1.1. レビュー依頼時、テスト結果に空欄が残っている際に

検知する 

 レビュー依頼送信時にテスト結果に空欄がある場合に通知します。 

 



226 

(１) 左のメニューからアラートセンターをクリックします。 

 

 

(２) アラート一覧画面右上のアラート設定ボタンを押します。 

 

 

(３) レビュー依頼時、テスト結果に空欄が残っているの「利用する」にチェックを入れます。 

 

 

(４) 重要度を選択します。重要度はアラートセンター上での色分けに利用されます。info は青、

warning は黄、danger は赤になります。 

 

 

(５) 設定が完了したら更新ボタンを押します。 
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14.1.2. レビュー依頼や完了時に含まれてはいけない結果が残って

いる際に検知する 

 レビュー依頼送信時、テスト完了時に特定のテスト結果が入力されている場合に通知します。 

 

(１) レビュー依頼や完了時に含まれてはいけない結果が残っているの「利用する」にチェックを

入れます。 

 

 

(２) テスト完了時に残っていてほしくないテスト結果を選択します。 

 

 

(３) 重要度を選択します。 

 

 

(４) 設定が完了したら更新ボタンを押します。 
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14.1.3. テストフェーズの進捗に遅れがある際に検知する 

 本日までの予定に対し、進捗率が選択した割合よりも遅れている場合に通知します。 

 ※進捗の遅れはごと日 23:30 頃に集計され、アラートセンターに表示されます。 

 

(１) テストフェーズの進捗遅れアラートの「利用する」 

 

 

(２) アラートを出す進捗遅れ割合を選択します。 

 

 

(３) 重要度を選択します。 
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(４) 設定が完了したら更新ボタンを押します。 

 

 

 アラートをアーカイブする 

 解決済みのアラートはアーカイブし、アラート一覧画面を整理することができます。 

 

(１) アラート一覧のアクティブタブから、アーカイブしたい通知のアーカイブするボタンを押し

ます。 

 

 

(２) アーカイブした通知は、アラート一覧のアーカイブタブに表示されます。 
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